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都道府県医師会会長  殿 

 

日本医師会会長        

横 倉 義 武  

 

医療提供体制の確保に関する基本方針、医療法施行規則（医療計画関係）、並びに 

療養病床及び一般病床に係る基準病床数の算定に使用する数値等の改正について 

 

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、今般、厚生労働省により標記の省令並びに告示の改正が行われました。 

「医療法施行規則」の一部改正については、有床診療所が都道府県知事の許可で

はなく届出により病床を設けることができる場合の見直しの他、基準病床数の算定

式に関する改正が行われております。 

次に、「基準病床の算定に使用する数値等」（厚生労働省告示）については、基準

病床数の算定において「長期療養入院・入所需要率」とされてきたものを「療養病

床入院受療率」に変更した他、地方ブロック別の一般病床退院率について記載して

います。 

次に、「医療提供体制の確保に関する基本方針」（厚生労働省告示）の改正につい

ては、5 疾病の「急性心筋梗塞」を「心筋梗塞等の心血管疾患」とした他、在宅医療

に係る目標設定、地域医療構想における国と都道府県に役割、地域における病床機

能の分化連携、そして都道府県介護保険事業支援計画及び市町村介護保険事業計画

との整合性、その他の計画との整合性等について記載しています。 

省令並びに告示の改正の概要を別添の通り取りまとめましたので、ご参考いただ

ければ幸甚に存じます。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくとともに、

貴都道府県において医療計画の作成が審議される際に、主導的な役割を果していた

だきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 



別添 

＜医療法施行規則の改正＞ 

・有床診療所が都道府県知事の許可ではなく届出により病床（一般病床に加え、療

養病床を追加）を設けることができる場合として、地域包括ケアシステムの構築の

ために必要と認められる有床診療所（第１条の１４第 7 項第一号）、へき地医療、

小児医療、周産期医療、救急医療等（同第二号）としたこと。ただし、これらの場

合も、都道府県知事が医療審議会の意見を聞いて、各号に該当する診療所であると

認めることが必要であること 

・基準病床数について（第６回医療計画の見直し等に関する検討会 資料３より抜粋） 

 



別添 

＜医療提供体制の確保に関する基本方針の改正部分＞ 

・５疾病の「急性心筋梗塞」を「心筋梗塞等の心血管疾患」に変更 

・在宅医療に係る目標設定として、在宅医療と介護の連携の観点から、都道府県介

護保険事業支援計画及び市町村介護保険事業計画と整合性を取るため、医療計画実

施の３年目に数値目標を設定、達成状況、分析、評価を行うことを追加 

・災害時における医療について、DMAT 及び DPAT の活用計画に JMAT 等の医療チーム

との連携を含むことを追加 

・「精神疾患」の内容を見直し、一般救急医療との連携体制の確保が重要性であるこ

とを追加 

・救急医療について、救急搬送と救急医療の連携の確保に当たって、メディカルコ

ントロール体制の一層の充実・強化を図ることが重要であることを追加 

・「救急医療用ヘリコプター」に関する目標設定、関係者の連携、並びに運航体制の

整備を追加 

・地域医療構想に関する国と都道府県の役割として、都道府県が地域医療構想調整

会議を設置しそこでの議論を通じて、病床機能の分化・連携並びに在宅医療を推進

することの必要性と、国が必要な情報の整備、研修や都道府県の取組を支援するこ

との追加 

・地域における病床の機能の分化及び連携の基本的考え方として、（第６期より引き

続き）地域の医療機関の自主的な取組及び医療機関相互の協議により推進していく

ことが前提であること。 

病床機能報告の結果等により毎年度進捗を管理し、公表すること。また、都道府県

は病床機能報告制度の結果を公表し、地域医療構想調整会議において必要な事項を

協議することの必要性を追加 

・医療計画の作成に関する基本的な事項として、いわゆる総合確保方針に基づき、

医療計画と都道府県介護保険事業支援計画及び市町村介護保険事業計画と整合性

を確保するため、協議の場を設置することを追加 

・医療計画及びその具体的な施策を定めるに当たって、配慮するよう努めるべき法

規、並びに各計画を追加 

  



 

（別表） 

【法第 30 条の３】 

厚生労働大臣は

基 本 方 針 を 定 め

【法第 30 条の８】 

厚生労働大臣は、技

術的事項について必要

な助言ができる。 

基 

本 

方 

針 

【法第 30 条の４第１項】 

都道府県は基本方針に即

して、かつ地域の実情に応

じて医療計画を定める。 ○医療提供体制確保の 

・基本的事項 

・調査及び研究 

・目標 

○医療連携体制 

○医療機能情報の提供 

○医療従事者の確保 

○計画作成と事業評価 

○その他重要事項 
○基本的な考え方 

○地域の現状 

○疾病・事業ごとの医療体制 

・がん 

・脳卒中 

・心筋梗塞等の心血管疾患 

・糖尿病 

・精神疾患 

・救急医療 

・災害時における医療 

・へき地の医療 

・周産期医療 

・小児医療（小児救急） 

・在宅医療 

・その他特に必要と認める医療 

○地域医療構想 

○地域医療構想を達成する施策 

○病床機能の情報提供の推進 

○医療従事者の確保 

○医療の安全の確保 

○医療提供施設の整備目標 

○基準病床数 

○その他医療提供体制の確保に 

 必要な事項 

○事業の評価・見直し 

医 療 計 画 

医
療
計
画
作
成
指
針 

本 

指 

針 

○計画作成の趣旨 

○一般的留意事項 

○計画の内容 

○計画作成の手順等 

○計画の推進等 

○計画に係る報告等 

○医療体制構築の 

・趣旨 

・内容 

・手順 

・連携の推進等 

・評価等 

○疾病・事業別の体制 

・がん 

・脳卒中 

・心筋梗塞等の心血管疾患 

・糖尿病 

・精神疾患 

・救急医療 

・災害時における医療 

・へき地の医療 

・周産期医療 

・小児医療(小児救急) 

・在宅医療 
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医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
条
文

○

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

第
一
条
の
十
四

（
略
）

第
一
条
の
十
四

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お

７

法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る

り
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る

医
療
の
提
供
を
行
う
期
間
（
六
月
以
内
の
期
間
に
限
る
。
）
に
係
る
場
合
に
限
る

医
療
の
提
供
を
行
う
期
間
（
六
月
以
内
の
期
間
に
限
る
。
）
に
係
る
場
合
に
限
る

。

。

一

都
道
府
県
知
事
が
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
法
第
三
十

一

法
第
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
等
（
第
三
十
条
の
二
十
八
の
四
第

条
の
七
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
医
療
の
提
供
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
診
療

一
号
に
お
い
て
「
居
宅
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
医
療
の
提
供
の
推
進
の
た

所
そ
の
他
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総

め
に
必
要
な
診
療
所
と
し
て
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
在
地

合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
二
条

の
都
道
府
県
が
定
め
る
医
療
計
画
（
以
下
単
に
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）
に

第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
）
の
構
築
の
た
め
に

記
載
さ
れ
、
又
は
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
診
療
所
に
一
般
病
床
を
設

必
要
な
診
療
所
と
し
て
認
め
る
も
の
に
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
を
設
け
よ
う

け
よ
う
と
す
る
と
き
。

と
す
る
と
き
。

二

都
道
府
県
知
事
が
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
へ
き
地
の

二

へ
き
地
に
設
置
さ
れ
る
診
療
所
と
し
て
医
療
計
画
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
載

医
療
、
小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
、
救
急
医
療
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
良
質

さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
診
療
所
に
一
般
病
床
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
。

か
つ
適
切
な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
診
療
所
と
し
て
認
め
る
も
の

に
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
。

（
削
る
）

三

前
二
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
そ
の
他
の
地

域
に
お
い
て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
た
め
に
特
に
必
要
な
診
療

所
と
し
て
医
療
計
画
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
診
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療
所
に
一
般
病
床
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

前
二
号
に
規
定
す
る
診
療
所
に
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
を
設
置
し
た
者
が

四

前
三
号
に
規
定
す
る
診
療
所
に
一
般
病
床
を
設
置
し
た
者
が
、
第
五
項
第
三

、
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
療

号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
般
病
床
の
病
床

養
病
床
又
は
一
般
病
床
の
病
床
数
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
（
次
号
に
掲

数
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
。

る
場
合
を
除
く
。
）
。

四

診
療
所
に
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
を
設
置
し
た
者
が
、
第
五
項
第
三
号
に

五

診
療
所
に
一
般
病
床
を
設
置
し
た
者
が
、
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を

掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
療
養
病
床
若
し
く
は
一

変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
般
病
床
の
病
床
数
を
減
少
さ
せ
よ
う

般
病
床
の
病
床
数
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
又
は
療
養
病
床
若
し
く
は
一

と
す
る
と
き
又
は
一
般
病
床
に
係
る
病
室
の
病
床
数
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

般
病
床
に
係
る
病
室
の
病
床
数
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

き
。

（
削
る
）

六

診
療
所
に
療
養
病
床
を
設
置
し
た
者
が
、
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を

変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
病
床
数
を
減

少
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
。

五

（
略
）

七

（
略
）

８

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
診
療
所
に
療
養
病
床
又

８

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
診
療
所
に
一
般
病

は
一
般
病
床
を
設
け
た
者
が
、
令
第
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事

床
を
設
け
た
者
が
、
令
第
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
第
五
項
各
号
（
当
該
病
床
が
一
般
病
床

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

の
み
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
三
号
）
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

９

第
七
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
療
養
病
床
若
し
く
は

９

第
七
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
一
般
病
床
の
病

一
般
病
床
の
病
床
数
又
は
療
養
病
床
若
し
く
は
一
般
病
床
に
係
る
病
室
の
病
床
数

床
数
若
し
く
は
一
般
病
床
に
係
る
病
室
の
病
床
数
を
変
更
し
、
又
は
療
養
病
床
に

を
変
更
し
た
者
が
、
令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出

係
る
病
室
の
病
床
数
を
減
少
さ
せ
た
者
が
、
令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
第
五
項
各
号
（
当
該
病
床
が
一
般
病
床
の
み
の
場

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る

合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
三
号
）
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

第
七
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
診
療
所
に
病
床
を
設
け
た
者
が
、

第
七
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
診
療
所
に
病
床
を
設
け
た
者
が
、

10

10

令
第
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

令
第
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
は
、
第
五
項
各
号
（
当
該
病
床
が
一
般
病
床
の
み
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項

項
は
、
第
五
項
各
号
（
当
該
病
床
が
一
般
病
床
の
み
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項

第
三
号
）
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
三
号
）
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
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第
七
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
診
療
所
の
病
床
数
、
病
床
の
種
別

第
七
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
診
療
所
の
病
床
数
、
病
床
の
種
別

11

11

の
変
更
そ
の
他
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
者
が
、
令
第
四
条
第
二

の
変
更
そ
の
他
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
者
が
、
令
第
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
第
五

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

法
第
七
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
条
件
は
、
当
該
申
請
に
係
る
病

法
第
七
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
条
件
は
、
当
該
申
請
に
係
る
病

12

12

床
に
お
い
て
、
法
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
の
機
能
区
分
（
以

床
に
お
い
て
、
法
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
の
機
能
区
分
（
以

下
「
病
床
の
機
能
区
分
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
又
は
診

下
「
病
床
の
機
能
区
分
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
又
は
診

療
所
の
所
在
地
を
含
む
構
想
区
域
（
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所

療
所
の
所
在
地
を
含
む
構
想
区
域
（
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
法
第
三
十
条
の

在
地
の
都
道
府
県
が
定
め
る
医
療
計
画
（
以
下
単
に
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）

四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
構
想
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
病

に
お
い
て
定
め
る
同
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
構
想
区
域
を
い
う
。
以
下
同

床
の
機
能
区
分
に
応
じ
た
既
存
の
病
床
数
が
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該

じ
。
）
に
お
け
る
病
床
の
機
能
区
分
に
応
じ
た
既
存
の
病
床
数
が
、
医
療
計
画
に

構
想
区
域
に
お
け
る
同
号
イ
に
規
定
す
る
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
（
第
三
十
条

お
い
て
定
め
る
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
同
号
イ
に
規
定
す
る
将
来
の
病
床
数
の

の
二
十
八
の
三
に
お
い
て
「
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
」
と
い
う
。
）
に
達
し
て

必
要
量
（
第
三
十
条
の
二
十
八
の
三
に
お
い
て
「
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
」
と

い
な
い
も
の
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
と
す
る
。

い
う
。
）
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病
）

（
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病
）

第
三
十
条
の
二
十
八

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

第
三
十
条
の
二
十
八

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
疾
病
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患
、
糖
尿
病

令
で
定
め
る
疾
病
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
及
び
精
神
疾

及
び
精
神
疾
患
と
す
る
。

患
と
す
る
。

（
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

（
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
三
十
条
の
二
十
八
の
四

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令

第
三
十
条
の
二
十
八
の
四

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

構
想
区
域
に
お
け
る
将
来
の
居
宅
等
（
法
第
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る

一

構
想
区
域
に
お
け
る
将
来
の
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
必
要
量

居
宅
等
を
い
う
。
別
表
第
七
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
医
療
の
必
要
量

二

（
略
）

二

（
略
）
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（
基
準
病
床
数
の
算
定
）

（
基
準
病
床
数
の
算
定
）

第
三
十
条
の
三
十

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数

第
三
十
条
の
三
十

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数

（
以
下
「
基
準
病
床
数
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
区
分
ご
と
に
当

（
以
下
「
基
準
病
床
数
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
区
分
ご
と
に
当

該
各
号
に
定
め
る
数
と
す
る
。

該
各
号
に
定
め
る
数
と
す
る
。

一

療
養
病
床
及
び
一
般
病
床

前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
区
域
ご
と
に
別
表
第

一

療
養
病
床
及
び
一
般
病
床

前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
区
域
ご
と
に
別
表
第

七
の
一
の
項
に
掲
げ
る
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
病
床
の
種
別
に
応
じ
算
定
し
た

七
の
一
の
項
に
掲
げ
る
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
病
床
の
種
別
に
応
じ
算
定
し
た

数
の
合
計
数
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
都
道
府
県
に
お
け
る
当
該
数
の
合

数
の
合
計
数
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
都
道
府
県
に
お
け
る
当
該
数
の
合

計
数
は
、
同
表
の
二
の
項
に
掲
げ
る
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
の
当
該
同
一
都
道

計
数
は
、
同
表
の
二
の
項
に
掲
げ
る
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
の
当
該
同
一
都
道

府
県
に
お
け
る
合
計
数
に
都
道
府
県
内
対
応
見
込
患
者
数
（
当
該
都
道
府
県
の

府
県
に
お
け
る
合
計
数
（
当
該
都
道
府
県
の
区
域
以
外
の
区
域
に
所
在
す
る
病

区
域
以
外
の
区
域
に
所
在
す
る
病
院
及
び
診
療
所
の
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
都

院
（
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

道
府
県
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
を
上
限
と
し
て
、
当
該
都
道
府
県
の

の
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
（
以
下

区
域
に
お
い
て
医
療
が
提
供
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
患
者
の
数
と
し
て
都
道
府

「
都
道
府
県
外
入
院
患
者
数
」
と
い
う
。
）
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
所
在

県
知
事
が
他
の
関
係
都
道
府
県
の
知
事
に
協
議
し
て
定
め
る
数
を
い
う
。
以
下

す
る
病
院
の
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
都
道
府
県
の
区
域
以
外
の
区
域
に
住
所
を

同
じ
。
）
を
加
え
た
数
か
ら
、
都
道
府
県
外
対
応
見
込
患
者
数
（
当
該
都
道
府

有
す
る
者
の
数
（
以
下
「
都
道
府
県
内
入
院
患
者
数
」
と
い
う
。
）
よ
り
も
大

県
の
区
域
に
所
在
す
る
病
院
及
び
診
療
所
の
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
都
道
府
県

き
い
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
数
に
都
道
府
県
外
入
院
患
者
数
か
ら

の
区
域
以
外
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
を
上
限
と
し
て
、
当
該
都
道
府

都
道
府
県
内
入
院
患
者
数
を
控
除
し
た
数
の
三
分
の
一
を
限
度
と
し
て
都
道
府

県
の
区
域
以
外
の
区
域
に
お
い
て
医
療
が
提
供
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
患
者
の

県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
数
（
以
下
「
流
出
超
過
加
算
数
」
と
い
う
。
）
を
加

数
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
他
の
関
係
都
道
府
県
の
知
事
に
協
議
し
て
定
め
る

え
て
得
た
数
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
減
じ
た
数
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

二

精
神
病
床

都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に
別
表
第
七
の
三
の
項
に
掲
げ
る
式
に

二

精
神
病
床

都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に
別
表
第
七
の
三
の
項
に
掲
げ
る
式
に

よ
り
算
定
し
た
数

よ
り
算
定
し
た
数
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
区
域
に
所
在
す
る
病
院
の
入

院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
が
同
表
の
四
の
項
に
掲
げ

る
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
下
回
る
区
域
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
外
入
院
患

者
数
を
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
病
床
利
用
率
で
除
し
て
得
た
数
の
三
分
の
一

を
限
度
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
数
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
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も
の
と
す
る
。

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
既
存
病
床
数
及
び
申
請
病
床
数
の
補
正
）

（
既
存
病
床
数
及
び
申
請
病
床
数
の
補
正
）

第
三
十
条
の
三
十
三

病
院
の
開
設
の
許
可
、
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病

第
三
十
条
の
三
十
三

病
院
の
開
設
の
許
可
、
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病

床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の
許
可
、
診
療
所
の

床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の
許
可
、
診
療
所
の

病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
な
さ
れ
た
場
合

病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
な
さ
れ
た
場
合

又
は
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
若
し
く
は
法
第
三
十
条
の
十
二

又
は
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
若
し
く
は
法
第
三
十
条
の
十
二

第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

要
請
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
命
令
等
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と

要
請
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
命
令
等
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
申
請
又
は
命
令
等
に
係
る
病
床
の

す
る
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
申
請
又
は
命
令
等
に
係
る
病
床
の

種
別
に
応
じ
第
三
十
条
の
三
十
に
規
定
す
る
区
域
に
お
け
る
既
存
の
病
床
の
数
及

種
別
に
応
じ
第
三
十
条
の
三
十
に
規
定
す
る
区
域
に
お
け
る
既
存
の
病
床
の
数
及

び
当
該
申
請
に
係
る
病
床
数
を
算
定
す
る
に
当
た
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

び
当
該
申
請
に
係
る
病
床
数
を
算
定
す
る
に
当
た
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

補
正
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

補
正
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
病
床
の
数
及
び
当
該
申
請

二

放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
、
無
菌
病
室
の
病
床
又
は
集
中
強
化
治
療
室
若
し

に
係
る
病
床
数
に
算
定
し
な
い
こ
と
。

く
は
心
疾
患
強
化
治
療
室
の
病
床
で
あ
つ
て
、
当
該
病
室
の
入
院
患
者
が
当
該

病
室
に
お
け
る
治
療
終
了
後
の
入
院
の
た
め
に
専
ら
用
い
る
他
の
病
床
が
同
一

病
院
内
に
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
病
床
の
数
及
び
当
該

申
請
に
係
る
病
床
数
に
算
定
し
な
い
こ
と
。

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

２

前
項
第
一
号
の
当
該
病
床
の
利
用
者
の
う
ち
職
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
、

２

前
項
第
一
号
の
当
該
病
床
の
利
用
者
の
う
ち
職
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
、

隊
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
、
従
業
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
、
業
務
上
の

隊
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
、
従
業
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
、
業
務
上
の

災
害
を
被
つ
た
労
働
者
以
外
の
者
又
は
入
院
患
者
以
外
の
者
の
数
並
び
に
当
該
病

災
害
を
被
つ
た
労
働
者
以
外
の
者
又
は
入
院
患
者
以
外
の
者
の
数
並
び
に
当
該
病

床
の
利
用
者
の
数
並
び
に
同
項
第
二
号
の
放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
の
数
は
、
病

床
の
利
用
者
の
数
並
び
に
同
項
第
二
号
の
放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
、
無
菌
病
室

院
の
開
設
の
許
可
、
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許

の
病
床
又
は
集
中
強
化
治
療
室
若
し
く
は
心
疾
患
強
化
治
療
室
の
病
床
で
あ
つ
て
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可
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の
許
可
、
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く

、
当
該
病
室
の
入
院
患
者
が
当
該
病
室
に
お
け
る
治
療
終
了
後
の
入
院
の
た
め
に

は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
日
前
又
は
命
令
等
を
し
よ
う
と

専
ら
用
い
る
他
の
病
床
が
同
一
病
院
内
に
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数
は
、
病
院

す
る
日
前
の
直
近
の
九
月
三
十
日
に
お
け
る
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

の
開
設
の
許
可
、
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可

に
お
い
て
、
当
該
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
日
前
又
は
当
該
命
令
等
を
し
よ
う
と
す

若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の
許
可
、
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は

る
日
前
の
直
近
の
九
月
三
十
日
に
お
い
て
業
務
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
当

病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
日
前
又
は
命
令
等
を
し
よ
う
と
す

該
病
院
又
は
診
療
所
に
お
け
る
実
績
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
と
機
能
及
び
性
格

る
日
前
の
直
近
の
九
月
三
十
日
に
お
け
る
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

を
同
じ
く
す
る
病
院
又
は
診
療
所
の
実
績
等
を
考
慮
し
て
都
道
府
県
知
事
が
推
定

お
い
て
、
当
該
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
日
前
又
は
当
該
命
令
等
を
し
よ
う
と
す
る

す
る
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

日
前
の
直
近
の
九
月
三
十
日
に
お
い
て
業
務
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該

病
院
又
は
診
療
所
に
お
け
る
実
績
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
と
機
能
及
び
性
格
を

同
じ
く
す
る
病
院
又
は
診
療
所
の
実
績
等
を
考
慮
し
て
都
道
府
県
知
事
が
推
定
す

る
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

当
該
申
請
に
係
る
病
床
数
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
一
号
の
当
該
病
床
の
利
用
者

３

当
該
申
請
に
係
る
病
床
数
に
つ
い
て
の
第
一
項
第
一
号
の
当
該
病
床
の
利
用
者

の
う
ち
職
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
、
従
業
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
又
は

の
う
ち
職
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
、
従
業
員
及
び
そ
の
家
族
以
外
の
者
又
は

入
院
患
者
以
外
の
者
の
数
並
び
に
当
該
病
床
の
利
用
者
の
数
並
び
に
同
項
第
二
号

入
院
患
者
以
外
の
者
の
数
並
び
に
当
該
病
床
の
利
用
者
の
数
並
び
に
同
項
第
二
号

の
放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
の
数
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
当
該
申
請
に

の
放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
、
無
菌
病
室
の
病
床
又
は
集
中
強
化
治
療
室
若
し
く

係
る
病
院
の
機
能
及
び
性
格
、
当
該
病
院
に
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の
種
別
の
既

は
心
疾
患
強
化
治
療
室
の
病
床
で
あ
つ
て
、
当
該
病
室
の
入
院
患
者
が
当
該
病
室

存
の
病
床
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
既
存
の
病
床
に
お
け
る
実
績
、
当
該
病
院

に
お
け
る
治
療
終
了
後
の
入
院
の
た
め
に
専
ら
用
い
る
他
の
病
床
が
同
一
病
院
内

と
機
能
及
び
性
格
を
同
じ
く
す
る
病
院
の
実
績
等
を
考
慮
し
て
都
道
府
県
知
事
が

に
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
数
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

推
定
す
る
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
機
能
及
び
性
格
、
当
該
病
院
に
当
該
申
請
に
係
る
病
床

の
種
別
の
既
存
の
病
床
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
既
存
の
病
床
に
お
け
る
実
績

、
当
該
病
院
と
機
能
及
び
性
格
を
同
じ
く
す
る
病
院
の
実
績
等
を
考
慮
し
て
都
道

府
県
知
事
が
推
定
す
る
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
七
（
第
三
十
条
の
三
十
関
係
）

別
表
第
七
（
第
三
十
条
の
三
十
関
係
）

項

式

項

式

Σ
Ａ

１
Ｂ

１
－
Ｇ
＋
Ｃ

１
－
Ｄ

１
Σ
Ａ

１
Ｂ

２

×

Ｆ
＋
Ｃ

２
－
Ｄ

２
Σ
Ａ

１
Ｂ

１
－
Ｇ
＋
Ｃ

１
－
Ｄ

１
Σ
Ａ

１
Ｂ

２

×

Ｆ
１
＋
Ｃ

２
－
Ｄ

２
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一

＋

＋Ｈ
－
Ｉ

一

＋
＋
Ｈ

Ｅ
１

Ｅ
２

Ｅ
１

Ｅ
２

Σ
Ａ

１
Ｂ

１
－
Ｇ

Σ
Ａ

１
Ｂ

２

×

Ｆ
Σ
Ａ

１
Ｂ

１
－
Ｇ

Σ
Ａ

１
Ｂ

２

×

Ｆ
１

二

＋

二

＋

Ｅ
１

Ｅ
２

Ｅ
１

Ｅ
２

Σ
Ａ

２
Ｂ

３
＋
Σ
Ａ

２
Ｂ

４
＋
Σ
Ａ

２
Ｂ

５
α
β
＋
Σ
Ａ

２
Ｂ

６
γ
＋
Ｃ

３
－
Ｄ

３

（Σ
Ａ

２
Ｂ

３
＋
Ｃ

３
－
Ｄ

３

）×

Ｆ
２

Σ
Ｉ

（１
－
Ｊ

）＋
Ｋ
－
Ｌ

三

三

＋

Ｅ
３

Ｅ
３

Ｅ
４

（
削
る
）

四

Σ
Ａ

２
Ｂ

４

備
考

備
考

こ
の
表
に
お
け
る
算
式
中
次
に
掲
げ
る
記
号
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

こ
の
表
に
お
け
る
式
に
お
い
て
、

、

、

、

、

、

、

、

Ａ１

Ａ２

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ｂ４

Ｃ１

に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
Ｇ
、
Ｈ
、
Ｉ
、

Ｃ２

Ｃ３

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｅ１

Ｅ２

Ｅ３

Ｅ４

Ｆ１

Ｆ２

Ｊ
、
Ｋ
及
び
Ｌ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

当
該
区
域
の
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
人
口

当
該
区
域
の
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
人
口

Ａ１

Ａ１

当
該
都
道
府
県
の
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定

当
該
都
道
府
県
の
年
齢
階
級
別
人
口

Ａ２

Ａ２

め
る
時
点
に
お
け
る
推
計
人
口

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
の
療
養
病
床
入

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
の
長
期
療
養
入

Ｂ１

Ｂ１

院
受
療
率
を
上
限
と
し
て
、
当
該
区
域
に
お
い
て
長
期
療
養
に
係
る

院
・
入
所
需
要
率
を
上
限
と
し
て
、
当
該
区
域
に
お
い
て
長
期
療
養

医
療
を
必
要
と
す
る
者
の
数
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め

に
係
る
医
療
又
は
介
護
を
必
要
と
す
る
者
の
数
等
を
勘
案
し
て
都
道

る
率

府
県
知
事
が
定
め
る
率

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
当
該
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
当
該
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域

Ｂ２

Ｂ２

を
含
む
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
（
厚
生
労
働
大
臣
が
都
道
府
県
の
区
域
を
単

を
含
む
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
（
厚
生
労
働
大
臣
が
都
道
府
県
の
区
域
を
単

位
と
し
て
全
国
の
区
域
を
区
分
し
て
定
め
る
も
の
を
い
う
。
Ｆ
に
お

位
と
し
て
全
国
の
区
域
を
区
分
し
て
定
め
る
も
の
を
い
う
。

に
お

Ｆ１

い
て
同
じ
。
）
の
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
一
般
病
床
退
院
率

い
て
同
じ
。
）
の
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
一
般
病
床
退
院
率

精
神
病
床
に
お
け
る
入
院
期
間
が
三
月
未
満
で
あ
る
入
院
患
者
の

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
当
該
都
道
府
県
の
年
齢
階
級
別
精
神
病

Ｂ３

Ｂ３

う
ち
、
当
該
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
に
係
る
性
別
及
び
年
齢

床
新
規
入
院
率
（
当
該
年
に
入
院
し
た
患
者
の
数
を
当
該
都
道
府
県
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階
級
別
の
入
院
受
療
率

の
人
口
で
除
し
た
率
を
い
う
。
）

精
神
病
床
に
お
け
る
入
院
期
間
が
三
月
以
上
一
年
未
満
で
あ
る
入

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
当
該
都
道
府
県
の
年
齢
階
級
別
精
神
病

Ｂ４

Ｂ４

院
患
者
の
う
ち
、
当
該
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
に
係
る
性
別

床
入
院
率

及
び
年
齢
階
級
別
の
入
院
受
療
率

精
神
病
床
に
お
け
る
入
院
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
入
院
患
者
の

（
新
設
）

Ｂ₅
う
ち
、
当
該
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
（
認
知
症
で
あ
る
者
を

除
く
。
）
に
係
る
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
の
入
院
受
療
率

精
神
病
床
に
お
け
る
入
院
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
入
院
患
者
の

（
新
設
）

Ｂ₆
う
ち
、
当
該
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
（
認
知
症
で
あ
る
者
に

限
る
。
）
に
係
る
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
の
入
院
受
療
率

０
以
上
流
入
療
養
患
者
数
（
当
該
区
域
に
所
在
す
る
病
院
及
び
診

０
以
上
流
入
療
養
患
者
数
（
当
該
区
域
に
所
在
す
る
病
院
及
び
診

Ｃ１

Ｃ１

療
所
の
療
養
病
床
に
お
け
る
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
以
外
の
区

療
所
の
療
養
病
床
に
お
け
る
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
以
外
の
区

域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
下
の
範
囲

域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
下
の
範
囲

内
で
、
当
該
区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知

内
で
、
当
該
区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知

事
が
定
め
る
数
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
、
当
該
区
域
に
お
け

事
が
定
め
る
数
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
、
当
該
区
域
に
お
け

る
医
療
の
確
保
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
流
入
療
養
患
者
数

る
医
療
の
確
保
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
流
入
療
養
患
者
数

を
超
え
て
当
該
事
情
を
勘
案
し
た
数
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
超
え
て
当
該
事
情
を
勘
案
し
た
数
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

０
以
上
流
入
一
般
患
者
数
（
当
該
区
域
に
所
在
す
る
病
院
の
一
般

０
以
上
流
入
一
般
患
者
数
（
当
該
区
域
に
所
在
す
る
病
院
の
一
般

Ｃ２

Ｃ２

病
床
に
お
け
る
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
以
外
の
区
域
に
住
所
を

病
床
に
お
け
る
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
以
外
の
区
域
に
住
所
を

有
す
る
者
の
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
下
の
範
囲
内
で
、
当
該

有
す
る
者
の
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
下
の
範
囲
内
で
、
当
該

区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る

区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る

数
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
、
当
該
区
域
に
お
け
る
医
療
の
確

数
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
、
当
該
区
域
に
お
け
る
医
療
の
確

保
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
流
入
一
般
患
者
数
を
超
え
て
当

保
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
流
入
一
般
患
者
数
を
超
え
て
当

該
事
情
を
勘
案
し
た
数
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

該
事
情
を
勘
案
し
た
数
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
都
道
府
県
に
所
在
す
る
病
院
の
精
神
病
床
に
お
け
る
入
院
患

当
該
都
道
府
県
に
所
在
す
る
病
院
の
精
神
病
床
に
お
け
る
入
院
患

Ｃ３

Ｃ３

者
の
う
ち
当
該
都
道
府
県
以
外
の
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
の

者
の
う
ち
当
該
都
道
府
県
以
外
の
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
の
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数

数

０
以
上
当
該
区
域
以
外
の
区
域
に
所
在
す
る
病
院
及
び
診
療
所
の

０
以
上
当
該
区
域
以
外
の
区
域
に
所
在
す
る
病
院
及
び
診
療
所
の

Ｄ１

Ｄ１

療
養
病
床
に
お
け
る
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
に
住
所
を
有
す
る

療
養
病
床
に
お
け
る
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
に
住
所
を
有
す
る

者
の
数
以
下
の
範
囲
内
で
、
当
該
区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘

者
の
数
以
下
の
範
囲
内
で
、
当
該
区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘

案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

０
以
上
当
該
区
域
以
外
の
区
域
に
所
在
す
る
病
院
の
一
般
病
床
に

０
以
上
当
該
区
域
以
外
の
区
域
に
所
在
す
る
病
院
の
一
般
病
床
に

Ｄ２

Ｄ２

お
け
る
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
以
下

お
け
る
入
院
患
者
の
う
ち
当
該
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
以
下

の
範
囲
内
で
、
当
該
区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道

の
範
囲
内
で
、
当
該
区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道

府
県
知
事
が
定
め
る
数

府
県
知
事
が
定
め
る
数

当
該
都
道
府
県
以
外
に
所
在
す
る
病
院
の
精
神
病
床
に
お
け
る
入

当
該
都
道
府
県
以
外
に
所
在
す
る
病
院
の
精
神
病
床
に
お
け
る
入

Ｄ３

Ｄ３

院
患
者
の
う
ち
当
該
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数

院
患
者
の
う
ち
当
該
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率
。
た
だ

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率

Ｅ１

Ｅ１

し
、
当
該
病
床
利
用
率
が
各
都
道
府
県
に
お
け
る
直
近
の
療
養
病
床

に
係
る
病
床
利
用
率
を
下
回
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

療
養
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率
以
上
各
都
道
府
県
に
お
け
る
直
近
の

療
養
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率
以
下
の
範
囲
内
で
、
都
道
府
県
知
事

が
定
め
る
値
と
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率
。
た
だ

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率

Ｅ２

Ｅ２

し
、
当
該
病
床
利
用
率
が
各
都
道
府
県
に
お
け
る
直
近
の
一
般
病
床

に
係
る
病
床
利
用
率
を
下
回
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

一
般
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率
以
上
各
都
道
府
県
に
お
け
る
直
近
の

一
般
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率
以
下
の
範
囲
内
で
、
都
道
府
県
知
事

が
定
め
る
値
と
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
精
神
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率

入
院
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
者
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定

Ｅ３

Ｅ３

め
る
精
神
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率

（
削
る
）

入
院
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
者
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定

Ｅ４
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め
る
精
神
病
床
に
係
る
病
床
利
用
率

Ｆ

厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域
を
含
む

厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域
を
含
む

Ｆ１

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
平
均
在
院
日
数
の
分
布
状
況
を
勘
案
し
て
定
め

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
平
均
在
院
日
数
の
分
布
状
況
を
勘
案
し
て
定
め

る
平
均
在
院
日
数
を
上
限
と
し
て
、
当
該
都
道
府
県
の
平
均
在
院
日

る
平
均
在
院
日
数
を
上
限
と
し
て
、
当
該
都
道
府
県
の
平
均
在
院
日

数
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

数
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

（
削
る
）

次
の
各
号
に
規
定
す
る
値
を
平
均
し
た
値
を
基
準
と
し
て
都
道
府

Ｆ２

県
が
定
め
る
値
。
た
だ
し
、
第
一
号
の
値
が
第
二
号
の
値
を
下
回
る

都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
の
値
と
す
る
。

一

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
当
該
都
道
府
県
の
平
均
残
存
率
（
当

該
年
に
入
院
し
た
患
者
の
う
ち
、
当
該
年
の
各
月
末
に
入
院
し
て

い
る
患
者
の
数
を
当
該
年
に
入
院
し
た
患
者
の
数
で
除
し
た
率
の

相
加
平
均
を
い
う
。
）

二

全
国
の
平
均
残
存
率
の
目
標
値
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
値

Ｇ

当
該
区
域
に
所
在
す
る
病
院
及
び
診
療
所
の
療
養
病
床
に
お
け
る

Ｇ

当
該
区
域
に
所
在
す
る
介
護
施
設
（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

入
院
患
者
の
う
ち
、
都
道
府
県
知
事
が
、
当
該
区
域
に
お
け
る
今
後

正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
規

の
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
の
進
展

定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
第

等
を
勘
案
し
て
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
居
宅
等
に
お
け
る
医
療

四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
同
法
第
八
条
第
二

等
に
よ
つ
て
対
応
が
可
能
な
数
と
し
て
定
め
る
数

十
六
項
に
規
定
す
る
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
除
く
。
）
に
入
所
し

て
い
る
者
の
数
を
下
限
と
し
て
、
当
該
区
域
に
お
け
る
今
後
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
進
展
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

Ｈ

０
以
上
都
道
府
県
内
対
応
見
込
患
者
数
以
下
の
範
囲
内
で
、
当
該

Ｈ

０
以
上
流
出
超
過
加
算
数
以
下
の
範
囲
内
で
、
当
該
区
域
の
入
院

区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る

患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

数
Ｉ

０
以
上
都
道
府
県
外
対
応
見
込
患
者
数
以
下
の
範
囲
内
で
、
当
該

Ｉ

当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
入
院
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
年
齢
階

区
域
の
入
院
患
者
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る

級
別
入
院
患
者
の
数
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数
（
削
る
）

Ｊ

次
の
各
号
に
規
定
す
る
値
を
平
均
し
た
値
を
基
準
と
し
て
都
道
府

県
知
事
が
定
め
る
値
。
た
だ
し
、
第
一
号
の
値
が
第
二
号
の
値
を
上

回
る
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
の
値
と
す
る
。

一

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
当
該
都
道
府
県
の
入
院
期
間
が
一
年

以
上
で
あ
る
入
院
患
者
の
年
齢
階
級
別
年
間
退
院
率
（
入
院
期
間

が
一
年
以
上
の
患
者
の
う
ち
当
該
年
に
お
い
て
退
院
し
た
患
者
の

数
を
入
院
期
間
が
一
年
以
上
の
患
者
の
数
で
除
し
た
率
を
い
う
。

）
二

全
国
の
退
院
率
の
目
標
値
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
値

（
削
る
）

Ｋ

当
該
年
に
お
い
て
入
院
期
間
が
一
年
に
達
し
た
入
院
患
者
の
数

（
削
る
）

Ｌ

退
院
す
る
長
期
入
院
患
者
数
の
目
標
値
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
数

α

精
神
病
床
に
お
け
る
入
院
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
入
院
患
者
の

（
新
設
）

う
ち
継
続
的
な
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
者
の
割
合
と
し
て
、
原
則

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
数
値
の
範
囲
内
で
都
道
府
県
知
事

が
定
め
る
値

β

地
域
精
神
保
健
医
療
体
制
の
高
度
化
に
よ
る
影
響
値
と
し
て
、
治

（
新
設
）

療
抵
抗
性
統
合
失
調
症
治
療
薬
の
普
及
等
に
よ
る
効
果
を
勘
案
し
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る

値

（
新
設
）

γ

地
域
精
神
保
健
医
療
体
制
の
高
度
化
に
よ
る
影
響
値
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
認
知
症
施
策
の
実
績
を
勘
案
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
値



別添

別表第一（第一条関係）

性別及び年齢階級別の療養病床入院受療率

（人口10万対）

年齢階級別

０歳～４歳 ５歳～９歳 10歳～14歳 15歳～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 40歳～44歳 45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳以上

性別

男 0.0 0.0 0.0 3.3 3.1 5.9 7.9 9.1 18.2 27.7 51.2 86.8 138.4 215.2 333.4 617.8 1519.7

女 0.0 0.0 0.0 3.4 3.3 3.1 5.4 9.4 10.3 16.4 30.9 49.3 80.9 137.1 261.9 591.3 2239.4

性別及び年齢階級別の長期療養入院・入所需要率

（人口10万対）

年齢階級別

0歳～39歳 40歳～44歳 45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳以上

性別

男 5.9 47.3 66.6 87.1 131.5 188.5 463.7 919.1 1829.1 5138.6

女 3.6 30.5 41.5 54.1 77.2 112.5 340.9 892.4 2341.9 11323.6



別表第二（第三条関係）

地方ブロックの性別及び年齢階級別一般病床退院率

（人口10万対）

年齢階 ０歳～４歳 ５歳～９歳 10歳～14歳 15歳～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 40歳～44歳 45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳以上
級別

地方 性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
ブロック

北海道 60.6 52.6 16.2 13.5 8.8 9.1 10.9 8.5 10.5 19.1 10.2 30.5 11.6 33.8 11.6 24.3 15.7 16.9 19.8 18.3 26.3 20.6 33.7 25.6 49.9 33.2 68.1 41.5 90.9 58.4 112.0 67.5 129.6 91.7

東 北 46.8 39.1 12.8 7.7 8.0 5.1 9.0 6.3 8.1 16.0 9.3 26.4 8.1 29.4 10.4 20.5 12.1 13.6 15.8 14.5 23.2 16.1 27.6 19.8 41.4 23.4 52.0 30.5 67.2 39.9 87.3 50.4 108.0 71.6

関 東 35.3 28.0 9.0 7.0 6.6 4.6 8.3 6.9 8.2 11.6 6.8 19.8 7.4 25.6 8.5 20.7 10.8 13.5 14.2 13.0 19.2 15.8 27.1 19.0 38.3 23.9 51.5 30.1 69.8 42.3 84.7 55.4 110.0 80.4

北 陸 43.7 34.5 10.1 5.3 9.3 4.8 8.7 9.3 9.3 15.6 9.4 30.3 8.1 29.9 10.0 20.8 14.6 15.2 17.7 14.2 26.2 18.5 36.6 25.1 43.2 29.5 61.4 38.6 80.6 51.3 99.0 65.9 128.2 88.9

東 海 41.7 32.4 11.6 9.1 7.2 5.7 7.9 7.4 7.8 12.3 7.2 20.3 7.9 23.5 8.8 18.0 9.8 12.1 13.9 12.0 19.4 14.7 26.6 18.4 36.1 22.7 48.4 28.4 65.9 39.1 83.3 52.0 105.5 73.1

近 畿 45.9 36.1 12.0 8.6 8.9 5.7 10.3 7.4 9.4 13.4 7.3 20.5 8.6 25.0 9.3 19.3 12.3 13.6 17.1 13.8 22.4 17.3 31.8 21.1 44.9 27.5 58.3 35.6 79.7 48.8 97.2 64.9 124.9 89.6

中 国 45.8 39.0 10.2 8.7 7.6 6.0 11.0 7.8 9.5 16.5 9.4 24.9 9.9 30.3 9.8 22.7 12.5 13.8 16.6 14.7 25.4 18.4 32.7 21.6 44.8 27.7 60.2 36.7 79.9 50.0 101.8 64.3 124.1 85.0

四 国 51.3 36.0 12.7 8.8 7.5 4.0 10.9 7.6 8.1 17.3 7.9 28.1 10.0 30.0 11.1 19.3 12.5 14.8 17.9 14.0 24.0 17.1 32.8 18.2 43.1 26.0 59.2 32.9 78.3 48.7 96.3 62.8 120.3 85.2

九 州 40.1 34.1 8.9 7.3 7.6 5.0 12.1 9.6 10.5 14.4 10.4 22.7 10.8 25.4 12.5 19.8 15.4 16.1 19.9 16.2 25.2 19.3 36.6 25.1 46.7 31.2 61.0 39.3 80.5 52.3 101.0 66.0 131.1 96.1



地方ブロックの性別及び年齢階級別一般病床退院率

（人口10万対）

年齢階 ０歳～４歳 ５歳～９歳 10歳～14歳 15歳～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 40歳～44歳 45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳以上
級別

地方 性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
ブロック

北海道 50.3 42.9 14.5 12.0 10.8 8.4 10.5 8.0 10.8 20.3 10.5 25.2 10.9 26.7 12.5 18.8 16.1 14.7 16.0 16.7 26.7 21.2 38.7 24.1 48.6 32.7 61.7 44.2 82.2 59.3 111.1 70.2 127.8 85.8

東 北 43.6 34.4 10.8 8.1 8.9 4.6 8.3 7.2 8.0 15.2 8.9 27.6 8.9 27.6 10.1 19.2 13.3 13.0 16.8 13.2 22.6 16.2 29.1 19.6 40.6 24.3 51.6 31.7 70.4 40.6 87.2 50.9 106.1 74.6

関 東 32.6 27.1 8.8 6.6 6.0 4.4 7.8 6.5 8.1 12.2 7.0 19.8 7.2 23.6 8.6 18.4 10.4 12.5 14.3 12.4 18.9 14.9 26.3 18.4 38.2 23.2 49.5 29.9 67.0 40.6 84.6 54.5 104.2 77.6

北 陸 35.4 31.3 9.0 9.5 4.4 4.8 8.8 9.3 12.5 18.3 7.8 29.2 9.4 29.4 12.0 18.7 14.5 14.2 18.3 18.1 24.8 17.5 36.4 21.7 48.0 28.7 58.6 36.3 80.0 49.6 102.6 66.7 125.0 86.1

東 海 34.1 27.8 9.7 7.5 7.0 4.7 7.9 7.4 8.2 13.0 7.6 21.4 7.6 22.7 8.7 16.3 10.8 11.5 14.2 11.7 19.2 14.2 27.9 18.1 37.2 22.2 47.9 28.7 66.5 38.1 81.6 50.2 98.7 71.0

近 畿 37.8 32.2 9.4 7.1 6.5 5.4 9.1 8.0 11.0 13.6 8.1 21.8 8.7 24.1 10.0 17.9 12.3 12.8 16.1 13.8 22.5 16.0 30.7 20.2 42.3 27.4 55.2 33.6 74.9 48.5 94.6 64.9 117.1 89.1

中 国 35.9 32.1 9.4 7.9 7.4 5.8 11.0 9.5 9.6 15.2 8.0 27.9 9.4 27.0 11.6 19.3 12.3 13.4 17.1 15.1 22.9 16.9 32.5 21.9 44.1 29.0 58.7 35.0 78.7 49.4 99.2 65.8 123.9 83.3

四 国 44.7 34.2 11.0 7.7 7.2 7.5 10.8 11.0 10.4 17.5 9.6 25.6 10.5 25.8 12.8 17.4 14.9 13.9 17.4 13.9 21.2 17.8 30.9 21.8 44.0 26.1 54.1 32.1 74.8 47.3 88.7 58.5 105.9 78.7

九 州 36.5 31.2 8.5 5.9 7.2 4.7 10.5 9.0 9.8 14.5 9.8 21.8 10.1 23.7 12.4 19.3 14.6 14.2 17.7 15.2 25.2 18.0 33.6 22.9 45.7 29.9 60.4 36.6 79.4 50.9 103.7 65.2 126.2 89.0



－ 1 －

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
方
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

新
旧
対
照
表

○

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
方
針

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
方
針

こ
の
基
本
方
針
は
、
我
が
国
の
医
療
提
供
体
制
に
対
す
る
国
民
の
安
心
、
信
頼

こ
の
基
本
方
針
は
、
我
が
国
の
医
療
提
供
体
制
に
対
す
る
国
民
の
安
心
、
信
頼

の
確
保
に
向
け
て
、
医
療
計
画
制
度
の
中
で
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を
推
進
し

の
確
保
に
向
け
て
、
医
療
計
画
制
度
の
中
で
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を
推
進
し

、
地
域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療
の
提
供
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質

、
地
域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療
の
提
供
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質

か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制

か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制

の
確
保
」
と
い
う
。
）
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

の
確
保
」
と
い
う
。
）
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
こ
の
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
こ
の
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め

実
情
に
応
じ
て
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め

の
計
画
（
以
下
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

の
計
画
（
以
下
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
一

医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
べ

第
一

医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
べ

き
事
項

き
事
項

一

医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
的
考
え
方

一

医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
的
考
え
方

医
療
は
、
我
が
国
社
会
の
重
要
か
つ
不
可
欠
な
資
産
で
あ
り
、
医
療
提
供

医
療
は
、
我
が
国
社
会
の
重
要
か
つ
不
可
欠
な
資
産
で
あ
り
、
医
療
提
供

体
制
は
、
国
民
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

体
制
は
、
国
民
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
は
、
患
者
と
医
療
提
供
者
と
の
信
頼
関
係
を
基
本
と
し
て
成

ま
た
、
医
療
は
、
患
者
と
医
療
提
供
者
と
の
信
頼
関
係
を
基
本
と
し
て
成

り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
患
者
や
国
民
に
対
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
必

り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
患
者
や
国
民
に
対
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
必

要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
診
療
の
際
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
診
療
の
際
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
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コ
ン
セ
ン
ト
（
医
師
・
歯
科
医
師
等
が
医
療
を
提
供
す
る
に
当
た
り
適
切
な

コ
ン
セ
ン
ト
（
医
師
・
歯
科
医
師
等
が
医
療
を
提
供
す
る
に
当
た
り
適
切
な

説
明
を
行
い
、
患
者
が
理
解
し
同
意
す
る
こ
と
）
の
理
念
に
基
づ
き
、
医
療

説
明
を
行
い
、
患
者
が
理
解
し
同
意
す
る
こ
と
）
の
理
念
に
基
づ
き
、
医
療

を
受
け
る
主
体
で
あ
る
患
者
本
人
が
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

を
受
け
る
主
体
で
あ
る
患
者
本
人
が
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
、
と
い
う
患
者
本
位
の
医
療
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
安

く
、
と
い
う
患
者
本
位
の
医
療
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
安

全
で
質
が
高
く
、
効
率
的
な
医
療
の
実
現
に
向
け
て
、
患
者
や
国
民
が
、
そ

全
で
質
が
高
く
、
効
率
的
な
医
療
の
実
現
に
向
け
て
、
患
者
や
国
民
が
、
そ

の
利
用
者
と
し
て
、
ま
た
、
費
用
負
担
者
と
し
て
、
こ
れ
に
関
心
を
持
ち
、

の
利
用
者
と
し
て
、
ま
た
、
費
用
負
担
者
と
し
て
、
こ
れ
に
関
心
を
持
ち
、

医
療
提
供
者
の
み
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
も
積
極
的
か
つ
主
体
的
に

医
療
提
供
者
の
み
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
も
積
極
的
か
つ
主
体
的
に

医
療
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
が
求

医
療
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
。

め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
医
療
は
、
周
産
期
医
療
、
小
児
医
療
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む

さ
ら
に
、
医
療
は
、
周
産
期
医
療
、
小
児
医
療
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む

。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
始
ま
り
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
ま
で
、

。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
始
ま
り
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
ま
で
、

人
生
の
全
て
の
過
程
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
傷
病
の
治
療
だ
け
で
は
な
く

人
生
の
全
て
の
過
程
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
傷
病
の
治
療
だ
け
で
は
な
く

、
健
康
づ
く
り
等
を
通
じ
た
予
防
や
、
慢
性
の
症
状
を
持
ち
な
が
ら
の
継
続

、
健
康
づ
く
り
等
を
通
じ
た
予
防
や
、
慢
性
の
症
状
を
持
ち
な
が
ら
の
継
続

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
様
々
な
領
域
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
様
々
な
領
域
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

、
医
療
の
提
供
に
際
し
て
は
、
医
療
分
野
や
福
祉
分
野
の
専
門
職
種
、
ボ
ラ

、
医
療
の
提
供
に
際
し
て
は
、
医
療
分
野
や
福
祉
分
野
の
専
門
職
種
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
家
族
そ
の
他
様
々
な
人
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
医
療
提

ン
テ
ィ
ア
、
家
族
そ
の
他
様
々
な
人
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
医
療
提

供
者
は
、
患
者
本
位
の
医
療
と
い
う
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
医
師
・
歯
科
医

供
者
は
、
患
者
本
位
の
医
療
と
い
う
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
医
師
・
歯
科
医

師
と
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
協
力

師
と
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
協
力

し
て
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
、

し
て
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
、

患
者
の
視
点
に
立
っ
た
医
療
提
供
施
設
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

患
者
の
視
点
に
立
っ
た
医
療
提
供
施
設
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

二
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
医

二
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
医

療
提
供
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の

療
提
供
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の

連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
（
以
下
「
医
療
連
携
体
制
」
と
い
う
。
）
の

連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
（
以
下
「
医
療
連
携
体
制
」
と
い
う
。
）
の
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構
築
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

構
築
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
及
び
都
道
府
県
は
、
こ
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
き
、
少
子
高
齢
化
の
進

国
及
び
都
道
府
県
は
、
こ
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
き
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
医
療
技
術
の
進
歩
、
国
民
の
意
識
の
変
化
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
安
全

展
や
医
療
技
術
の
進
歩
、
国
民
の
意
識
の
変
化
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
安
全

で
質
が
高
く
、
効
率
的
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り

で
質
が
高
く
、
効
率
的
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

医
療
に
対
す
る
患
者
や
住
民
の
意
識
、
ま
た
、
医
療
提
供
体
制
の
現
状
は

医
療
に
対
す
る
患
者
や
住
民
の
意
識
、
ま
た
、
医
療
提
供
体
制
の
現
状
は

、
都
道
府
県
に
よ
り
、
あ
る
い
は
各
都
道
府
県
内
に
お
い
て
も
都
市
部
と
そ

、
都
道
府
県
に
よ
り
、
あ
る
い
は
各
都
道
府
県
内
に
お
い
て
も
都
市
部
と
そ

れ
以
外
の
地
域
と
で
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
施
策

れ
以
外
の
地
域
と
で
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
施
策

を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
十
分
配

を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
十
分
配

慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
人
口
の
急
速
な
高
齢
化
や
社
会
構
造
の
多
様
化
・
複
雑
化
が
進
む

ま
た
、
人
口
の
急
速
な
高
齢
化
や
社
会
構
造
の
多
様
化
・
複
雑
化
が
進
む

中
で
、
疾
病
の
構
造
が
変
化
し
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管

中
で
、
疾
病
の
構
造
が
変
化
し
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿

疾
患
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
や
精
神
疾
患
が
増
加
し
て
い
る
中
、
生
活

病
等
の
生
活
習
慣
病
や
精
神
疾
患
が
増
加
し
て
い
る
中
、
生
活
の
質
の
向
上

の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
特
に
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
等
の

を
実
現
す
る
た
め
、
特
に
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
及

心
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
及
び
精
神
疾
患
に
対
応
し
た
医
療
連
携
体
制
の
早
急

び
精
神
疾
患
に
対
応
し
た
医
療
連
携
体
制
の
早
急
な
構
築
を
図
る
こ
と
、
地

な
構
築
を
図
る
こ
と
、
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
お
い
て
重

域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
る
救
急
医

要
な
課
題
と
な
る
救
急
医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地
の
医
療
、

療
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地
の
医
療
、
周
産
期
医
療
及
び
小
児
医

周
産
期
医
療
及
び
小
児
医
療
並
び
に
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
（
以
下
「
在
宅

療
並
び
に
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
（
以
下
「
在
宅
医
療
」
と
い
う
。
）
に
対

医
療
」
と
い
う
。
）
に
対
応
し
た
医
療
連
携
体
制
の
早
急
な
構
築
を
図
る
こ

応
し
た
医
療
連
携
体
制
の
早
急
な
構
築
を
図
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
人
口
の
急

と
、
さ
ら
に
は
人
口
の
急
速
な
高
齢
化
に
伴
っ
て
医
療
需
要
の
増
加
が
見
込

速
な
高
齢
化
に
伴
っ
て
医
療
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
域
に
お
け

ま
れ
る
中
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
在
宅
医

る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
在
宅
医
療
を
推
進
し
、
将
来
の
医

療
を
推
進
し
、
将
来
の
医
療
需
要
に
対
応
し
た
適
切
な
医
療
提
供
体
制
の
早

療
需
要
に
対
応
し
た
適
切
な
医
療
提
供
体
制
の
早
急
な
構
築
を
図
る
こ
と
が

急
な
構
築
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

必
要
で
あ
る
。
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二

（
略
）

二

（
略
）

第
二

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事

第
二

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項

項

一

（
略
）

一

（
略
）

二

調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割

二

調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割

１

具
体
的
な
調
査
及
び
研
究
に
つ
い
て
は
、
国
と
都
道
府
県
と
が
そ
れ
ぞ

１

具
体
的
な
調
査
及
び
研
究
に
つ
い
て
は
、
国
と
都
道
府
県
と
が
そ
れ
ぞ

れ
次
の
と
お
り
行
う
こ
と
と
す
る
。

れ
次
の
と
お
り
行
う
こ
と
と
す
る
。

国
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
及

国
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
及
び
精
神
疾
患

（一）

（一）

び
精
神
疾
患
の
五
疾
病
並
び
に
救
急
医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
、

の
五
疾
病
並
び
に
救
急
医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地
の
医

へ
き
地
の
医
療
、
周
産
期
医
療
及
び
小
児
医
療
の
五
事
業
（
以
下
「
五

療
、
周
産
期
医
療
及
び
小
児
医
療
の
五
事
業
（
以
下
「
五
疾
病
・
五
事

疾
病
・
五
事
業
」
と
い
う
。
）
並
び
に
在
宅
医
療
に
つ
い
て
調
査
及
び

業
」
と
い
う
。
）
並
び
に
在
宅
医
療
に
つ
い
て
調
査
及
び
研
究
を
行
い

研
究
を
行
い
、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め

、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
医
療

ら
れ
る
医
療
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
。

機
能
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（二）

（二）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項

第
三

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項

一

（
略
）

一

（
略
）

二

目
標
設
定
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割

二

目
標
設
定
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割

１

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
目
標
設
定

１

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
目
標
設
定

都
道
府
県
は
、
本
基
本
方
針
に
基
づ
く
医
療
計
画
の
見
直
し
後
六
年
間

都
道
府
県
は
、
本
基
本
方
針
に
基
づ
く
医
療
計
画
の
見
直
し
後
五
年
間

を
目
途
に
、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
疾
病
の
発

を
目
途
に
、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
疾
病
の
発
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生
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
に
つ
い
て
、
地
域
の

生
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
数
値
目
標
を
定
め
る
。

実
情
に
応
じ
た
数
値
目
標
を
定
め
る
。

そ
の
際
に
は
、
「
第
九

そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重

そ
の
際
に
は
、
都
道
府
県
計
画
、
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画

要
事
項
」
に
掲
げ
る
方
針
等
に
定
め
ら
れ
る
目
標
等
を
十
分
勘
案
す
る
も

、
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
、
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
等
「
第
九

の
と
す
る
。

そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
」
に
掲
げ
る
方
針

都
道
府
県
は
、
数
値
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、
六
年
ご
と
に
調
査

等
に
定
め
ら
れ
る
目
標
等
を
十
分
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。

、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
は
そ
の
医

都
道
府
県
は
、
数
値
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
五
年

療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

ご
と
に
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
都
道
府

国
は
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
た
実
効

県
は
そ
の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

性
あ
る
施
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

国
は
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
た
実
効

性
あ
る
施
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

２

在
宅
医
療
に
係
る
目
標
設
定

２

在
宅
医
療
に
係
る
目
標
設
定

都
道
府
県
は
、
在
宅
医
療
に
係
る
目
標
に
つ
い
て
は
、
本
基
本
方
針
に

都
道
府
県
は
、
在
宅
医
療
に
係
る
目
標
に
つ
い
て
は
、
五
疾
病
・
五
事

基
づ
く
医
療
計
画
の
見
直
し
後
六
年
間
を
目
途
に
、
五
疾
病
・
五
事
業
に

業
に
係
る
目
標
の
設
定
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
数
値
目
標
の
設
定

係
る
目
標
の
設
定
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
数
値
目
標
の
設
定
並
び

並
び
に
数
値
目
標
の
達
成
状
況
の
調
査
、
分
析
及
び
評
価
等
を
行
う
も
の

に
数
値
目
標
の
達
成
状
況
の
調
査
、
分
析
及
び
評
価
等
を
行
う
も
の
と
す

と
す
る
。

る
。ま

た
、
在
宅
医
療
及
び
介
護
の
連
携
の
観
点
か
ら
、
医
療
計
画
と
介
護

保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
（
以
下
単
に
「
都
道
府
県
介
護

保
険
事
業
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
（
以
下
単
に
「
市
町
村
介
護
保
険
事

業
計
画
」
と
い
う
。
）
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
医
療
計
画
の
計
画
期
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間
の
中
間
年
と
な
る
三
年
目
に
お
い
て
も
、
数
値
目
標
の
設
定
並
び
に
数

値
目
標
の
達
成
状
況
の
調
査
、
分
析
及
び
評
価
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四

医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
並
び
に
医
療
を

第
四

医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
並
び
に
医
療
を

受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基

受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項

本
的
な
事
項

一

（
略
）

一

（
略
）

二

五
疾
病
・
五
事
業
の
医
療
連
携
体
制
の
在
り
方

二

五
疾
病
・
五
事
業
の
医
療
連
携
体
制
の
在
り
方

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

掲
げ
る
機
能
に
即
し
て
、
地
域
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
医
療
計
画

掲
げ
る
機
能
に
即
し
て
、
地
域
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
医
療
計
画

に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
や
住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提

に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
や
住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提

供
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

供
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

１

五
疾
病
・
五
事
業
に
明
示
す
る
機
能

１

五
疾
病
・
五
事
業
に
明
示
す
る
機
能

が
ん

が
ん

（一）

（一）

健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に

地
域
が
ん
登
録
の
活
用
等
を
通
じ
た
が
ん
の
現
状
把
握
、
が
ん
の
予

よ
る
地
域
が
ん
登
録
及
び
が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

防
及
び
早
期
発
見
を
す
る
機
能
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
及

二
十
五
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
が
ん
登
録

び
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
集
学
的
治
療
を
提
供
す
る
機
能
、
が
ん
と

の
活
用
等
を
通
じ
た
が
ん
の
現
状
把
握
、
が
ん
の
予
防
及
び
早
期
発
見

診
断
さ
れ
た
時
か
ら
緩
和
ケ
ア
を
提
供
す
る
機
能
並
び
に
患
者
と
そ
の

を
す
る
機
能
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
及
び
こ
れ
ら
を
組
み

家
族
へ
の
相
談
支
援
や
情
報
提
供
を
す
る
機
能
（
医
療
機
能
に
着
目
し

合
わ
せ
た
集
学
的
治
療
を
提
供
す
る
機
能
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
か

た
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
等
の
診
療
実
施
施
設
等
）

ら
緩
和
ケ
ア
を
提
供
す
る
機
能
並
び
に
患
者
と
そ
の
家
族
へ
の
相
談
支

援
や
情
報
提
供
を
す
る
機
能
（
医
療
機
能
に
着
目
し
た
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
等
の
診
療
実
施
施
設
等
）
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（
略
）

（
略
）

（二）

（二）

心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患

急
性
心
筋
梗
塞

（三）

（三）

救
急
医
療
の
機
能
及
び
身
体
機
能
を
回
復
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

救
急
医
療
の
機
能
及
び
身
体
機
能
を
回
復
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
す
る
機
能
（
発
症
か
ら
入
院
を
経
て
居
宅
等
に
復
帰
す
る

ョ
ン
を
提
供
す
る
機
能
（
発
症
か
ら
入
院
を
経
て
居
宅
等
に
復
帰
す
る

ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
（
急
性

ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
（
急
性

期
・
回
復
期
・
居
宅
等
の
機
能
ご
と
の
医
療
機
関
）
等
）

期
・
回
復
期
・
居
宅
等
の
機
能
ご
と
の
医
療
機
関
）
等
）

（
略
）

（
略
）

（四）

（四）

精
神
疾
患

精
神
疾
患

（五）

（五）

統
合
失
調
症
、
う
つ
病
・
躁
う
つ
病
、
認
知
症
、
児
童
・
思
春
期
精

発
症
後
速
や
か
に
精
神
科
医
に
受
診
で
き
る
機
能
、
患
者
に
応
じ

神
疾
患
、
依
存
症
な
ど
の
多
様
な
精
神
疾
患
ご
と
に
患
者
に
応
じ
た
質

た
質
の
高
い
精
神
科
医
療
を
提
供
す
る
機
能
、
再
発
防
止
や
地
域
生

の
高
い
精
神
医
療
を
提
供
す
る
機
能
及
び
他
の
医
療
提
供
施
設
や
福
祉

活
維
持
・
社
会
復
帰
の
た
め
の
外
来
医
療
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
等
を
提

・
介
護
事
業
所
と
の
地
域
連
携
を
推
進
す
る
機
能

供
す
る
機
能
並
び
に
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
つ
つ
退
院
に

向
け
た
支
援
を
提
供
す
る
機
能
（
発
症
か
ら
診
断
、
治
療
、
地
域
生

活
・
社
会
復
帰
ま
で
の
流
れ
、
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施

設
等
）

（
略
）

（
略
）

（六）

（六）

災
害
時
に
お
け
る
医
療

災
害
時
に
お
け
る
医
療

（七）

（七）

災
害
時
に
被
災
地
へ
出
動
し
て
迅
速
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
機
能

災
害
時
に
被
災
地
へ
出
動
し
て
迅
速
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
機
能

、
そ
の
後
避
難
所
等
に
お
い
て
診
療
活
動
を
行
う
機
能
及
び
被
災
し
て

、
そ
の
後
避
難
所
等
に
お
い
て
診
療
活
動
を
行
う
機
能
及
び
被
災
し
て

も
医
療
提
供
を
引
き
続
き
維
持
し
被
災
地
で
の
医
療
提
供
の
拠
点
と
な

も
医
療
提
供
を
引
き
続
き
維
持
し
被
災
地
で
の
医
療
提
供
の
拠
点
と
な

る
機
能
（
都
道
府
県
内
外
で
の
災
害
発
生
時
の
医
療
の
対
応
（
災
害
派

る
機
能
（
都
道
府
県
内
外
で
の
災
害
発
生
時
の
医
療
の
対
応
（
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
（

）
及
び
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
（

遣
医
療
チ
ー
ム
（

）
の
整
備
状
況
と
活
用
計
画
を
含
む
。
）

D
M
A
T

D

D
M
A
T

）
の
整
備
状
況
及
び
活
用
計
画
（
日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー

、
広
域
搬
送
の
方
法
、
後
方
医
療
施
設
の
確
保
、
派
遣
調
整
本
部
や
地

P
A
T
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ム
（

）
等
の
医
療
チ
ー
ム
と
の
連
携
を
含
む
。
）
を
含
む
。

域
医
療
対
策
会
議
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う
体
制
整
備
、

J
M
A
T

）
、
広
域
医
療
搬
送
の
方
法
（
航
空
搬
送
拠
点
及
び
航
空
搬
送
拠
点
臨

消
防
・
警
察
等
関
係
機
関
と
の
連
携
、
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ

時
医
療
施
設
の
確
保
を
含
む
。
）
、
後
方
医
療
施
設
の
確
保
、
派
遣
調

ス
テ
ム
の
状
況
、
災
害
拠
点
病
院
の
耐
震
化
・
医
薬
品
等
の
備
蓄
状
況

整
本
部
や
地
域
医
療
対
策
会
議
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う

、
災
害
に
対
応
し
た
訓
練
計
画
等
）

体
制
整
備
、
消
防
・
警
察
等
関
係
機
関
と
の
連
携
、
広
域
災
害
・
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
状
況
、
災
害
拠
点
病
院
の
耐
震
化
・
医
薬
品
等

の
備
蓄
状
況
、
災
害
に
対
応
し
た
事
業
継
続
計
画
・
訓
練
計
画
等
）

へ
き
地
の
医
療

へ
き
地
の
医
療

（八）

（八）

へ
き
地
の
医
療
を
提
供
す
る
機
能
及
び
継
続
的
に
へ
き
地
の
医
療
を

へ
き
地
保
健
医
療
計
画
と
整
合
性
が
図
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
継
続

支
援
で
き
る
機
能
（
へ
き
地
診
療
所
等
の
整
備
、
搬
送
、
巡
回
診
療
、

的
に
へ
き
地
の
医
療
を
支
援
で
き
る
機
能
（
第
十
一
次
へ
き
地
保
健
医

医
師
・
歯
科
医
師
確
保
等
へ
き
地
の
支
援
方
法
等
に
よ
る
連
携
体
制
等

療
対
策
を
踏
ま
え
た
対
応
、
搬
送
、
巡
回
診
療
、
医
師
・
歯
科
医
師
確

）

保
等
へ
き
地
の
支
援
方
法
等
に
よ
る
連
携
体
制
等
）

周
産
期
医
療

周
産
期
医
療

（九）

（九）

正
常
な
分
娩
を
扱
う
機
能
（
日
常
の
生
活
・
保
健
指
導
及
び
新
生
児

正
常
な
分
娩
を
扱
う
機
能
（
日
常
の
生
活
・
保
健
指
導
及
び
新
生
児

の
医
療
相
談
の
機
能
を
含
む
。
）
及
び
高
度
な
診
療
を
要
す
る
リ
ス
ク

の
医
療
相
談
の
機
能
を
含
む
。
）
及
び
高
度
な
診
療
を
要
す
る
リ
ス
ク

の
高
い
分
娩
を
扱
う
機
能
（
妊
産
婦
の
状
態
に
応
じ
、
居
宅
等
に
戻
る

の
高
い
分
娩
を
扱
う
機
能
（
妊
産
婦
の
状
態
に
応
じ
、
居
宅
等
に
戻
る

ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
病
態
・
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設

ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
病
態
・
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設

、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
地
域
の
周
産
期
医
療
の
医
療
連

、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
地
域
の
周
産
期
医
療
の
医
療
連

携
体
制
（
搬
送
体
制
を
含
む
。
）
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
周
産
期
医

携
体
制
（
搬
送
体
制
を
含
む
。
）
、
自
治
体
立
病
院
等
の
産
科
に
関
す

療
に
関
す
る
医
療
資
源
の
集
約
化
・
重
点
化
等
）

る
医
療
資
源
の
集
約
化
・
重
点
化
等
）

小
児
医
療

小
児
医
療

（十）

（十）

小
児
の
健
康
状
態
の
相
談
を
行
う
機
能
、
在
宅
当
番
医
制
、
休
日
夜

小
児
の
健
康
状
態
の
相
談
を
行
う
機
能
、
在
宅
当
番
医
制
、
休
日
夜

間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
二
十
四
時
間
対
応
す
る
診
療
所
等
初
期
の
小
児
救

間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
二
十
四
時
間
対
応
す
る
診
療
所
等
初
期
の
小
児
救
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急
医
療
を
提
供
す
る
機
能
、
緊
急
手
術
や
入
院
を
必
要
と
す
る
小
児
救

急
医
療
を
提
供
す
る
機
能
、
緊
急
手
術
や
入
院
を
必
要
と
す
る
小
児
救

急
患
者
に
医
療
を
提
供
す
る
機
能
及
び
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
小
児

急
患
者
に
医
療
を
提
供
す
る
機
能
及
び
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
小
児

救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
機
能
（
発
症
か
ら
外
来
で
の
通
院

救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
機
能
（
発
症
か
ら
外
来
で
の
通
院

や
入
院
を
経
て
居
宅
等
に
戻
る
ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
病
態
・
医
療
機

や
入
院
を
経
て
居
宅
等
に
戻
る
ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
病
態
・
医
療
機

能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
、
小
児
救
急
医
療
の
提
供
体
制
（
在
宅

能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
、
小
児
救
急
医
療
の
提
供
体
制
（
在
宅

当
番
医
制
又
は
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
・
入
院
を
要
す
る
救
急
医
療

当
番
医
制
又
は
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
・
入
院
を
要
す
る
救
急
医
療

機
関
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
病
院
間
搬
送
・
電
話
相
談
事
業
等
）
の

機
関
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
病
院
間
搬
送
・
電
話
相
談
事
業
等
）
の

状
況
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
小
児
医
療
に
関
す
る
医
療
資
源
の
集
約

状
況
、
自
治
体
立
病
院
等
の
小
児
科
に
関
す
る
医
療
資
源
の
集
約
化
・

化
・
重
点
化
等
）

重
点
化
等
）

２

事
業
ご
と
に
配
慮
す
べ
き
事
項

２

事
業
ご
と
に
配
慮
す
べ
き
事
項

救
急
医
療
に
お
い
て
、
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
救
急
患
者
に
救
命

救
急
医
療
に
お
い
て
、
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
救
急
患
者
に
救
命

（一）

（一）

医
療
を
提
供
す
る
機
能
を
有
す
る
医
療
機
関
の
う
ち
高
度
救
命
救
急
セ

医
療
を
提
供
す
る
機
能
を
有
す
る
医
療
機
関
で
あ
る
高
度
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
を
医
療
計
画
に
明
示
す
る
場
合
に
は
、
広
範
囲
熱
傷
、
急
性
中

ン
タ
ー
を
医
療
計
画
に
明
示
す
る
場
合
に
は
、
広
範
囲
熱
傷
、
急
性
中

毒
等
の
特
殊
疾
病
の
う
ち
、
特
に
当
該
セ
ン
タ
ー
が
対
応
体
制
を
整
備

毒
等
の
特
殊
疾
病
の
う
ち
、
特
に
当
該
セ
ン
タ
ー
が
対
応
体
制
を
整
備

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
都
道
府
県
内
の
セ
ン
タ
ー
に
限
ら
ず
、
広
域
的
に

に
お
い
て
は
、
当
該
都
道
府
県
内
の
セ
ン
タ
ー
に
限
ら
ず
、
広
域
的
に

対
応
す
る
隣
接
都
道
府
県
の
セ
ン
タ
ー
を
記
載
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

対
応
す
る
隣
接
都
道
府
県
の
セ
ン
タ
ー
を
記
載
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

る
。

ま
た
、
都
道
府
県
に
お
い
て
策
定
し
た
地
域
の
搬
送
・
受
入
れ
に
関

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
消
防
法
の
一
部

す
る
実
施
基
準
に
基
づ
き
、
円
滑
な
患
者
の
搬
送
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
三
十
四
号
）
に
よ
り
、
都

が
必
要
で
あ
る
。
一
連
の
救
急
搬
送
と
救
急
医
療
の
連
携
の
確
保
に
当

道
府
県
に
お
い
て
策
定
し
た
地
域
の
搬
送
・
受
入
に
関
す
る
実
施
基
準

た
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
一
層
の
充

に
基
づ
き
、
円
滑
な
患
者
の
搬
送
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

。



－ 10 －

精
神
科
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
輪
番
制
に
よ
る
緊
急
時
に
お
け
る

精
神
科
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
輪
番
制
に
よ
る
緊
急
時
に
お
け
る

適
切
な
医
療
及
び
保
護
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
、
重
度
の
症

適
切
な
医
療
及
び
保
護
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
、
重
度
の
症

状
を
呈
す
る
精
神
科
急
性
期
患
者
に
対
応
す
る
中
核
的
な
セ
ン
タ
ー
機

状
を
呈
す
る
精
神
科
急
性
期
患
者
に
対
応
す
る
中
核
的
な
セ
ン
タ
ー
機

能
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
精
神
科
救
急
医
療
と
一

能
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

般
救
急
医
療
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

産
科
合
併
症
以
外
の
合
併
症
を
有
す
る
母
体
に
対
す
る
救
急
医
療
に

産
科
合
併
症
以
外
の
合
併
症
を
有
す
る
母
体
に
対
す
る
救
急
医
療
に

つ
い
て
は
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
周
産
期
医
療

つ
い
て
は
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
周
産
期
医
療

と
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
救
急
医
療
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す

と
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
救
急
医
療
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

救
急
医
療
や
災
害
時
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
緊
急
度

救
急
医
療
や
災
害
時
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
緊
急
度

（二）

（二）

、
重
症
度
等
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
救
急
搬
送
に
つ

、
重
症
度
等
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
救

い
て
は
、
救
急
用
自
動
車
は
も
と
よ
り
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
（
必
要
な
機

急
用
自
動
車
は
も
と
よ
り
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
（
必
要
な
機
器
等
を
装
備

器
等
を
装
備
し
、
医
師
等
が
同
乗
す
る
こ
と
に
よ
り
救
命
医
療
が
可
能

し
、
医
師
等
が
同
乗
す
る
こ
と
に
よ
り
救
命
医
療
が
可
能
な
救
急
搬
送

な
救
急
搬
送
車
両
を
い
う
。
）
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
含
む
救

車
両
を
い
う
。
）
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
含
む
救
急
患
者
搬
送

急
患
者
搬
送
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
搬
送
手
段
を
活
用
す
る
こ
と
に

用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
搬
送
手
段
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
救
急
医

よ
り
救
急
医
療
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
救
急

療
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ

医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措

コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
応

十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
同
法
第

じ
、
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
以
下
単

二
条
に
規
定
す
る
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
る
こ
と
が
考
え

に
「
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
用
い
る
こ
と
が
考

ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
同
法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基

え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
に
救
急
医
療
用
ヘ

づ
き
、
医
療
計
画
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事

リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
定
め
る
と
き
は
、

項
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
を
提
供
す
る
病
院
に

げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
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関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
に

連
の
救
急
搬
送
と
救
急
医
療
の
連
携
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
い
わ
ゆ

お
い
て
達
成
す
べ
き
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療

る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
一
層
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
並
び
に
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ

と
も
重
要
で
あ
る
。

ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
る
地
域
ご
と
に
、
救
急
医
療

用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
を
提
供
す
る
病
院
の
医
師
、
消

防
機
関
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
職
員
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験

者
そ
の
他
の
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
、
消
防
機
関
等
の
依
頼

又
は
通
報
に
基
づ
か
な
い
出
動
を
想
定
し
た
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
運
航
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

離
島
や
へ
き
地
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
等

離
島
や
へ
き
地
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
等

（三）

（三）

の
個
人
の
努
力
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
へ
き
地
に
お
け
る
医
療
の

の
個
人
の
努
力
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
に

確
保
の
た
め
の
各
般
の
施
策
に
よ
る
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、
公

基
づ
く
各
般
の
施
策
に
よ
る
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、
公
的
医
療

的
医
療
機
関
や
社
会
医
療
法
人
等
の
役
割
の
明
確
化
を
通
じ
、
医
師
・

機
関
や
社
会
医
療
法
人
等
の
役
割
の
明
確
化
を
通
じ
、
医
師
・
歯
科
医

歯
科
医
師
等
の
継
続
的
な
派
遣
に
よ
る
支
援
体
制
の
確
立
等
に
努
め
る

師
等
の
継
続
的
な
派
遣
に
よ
る
支
援
体
制
の
確
立
等
に
努
め
る
必
要
が

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
効
率
的
な
救
急
搬
送
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

あ
る
。
ま
た
、
効
率
的
な
救
急
搬
送
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

周
産
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
助
産
師
を
含
む
地
域
の
医
療
従
事
者
の

周
産
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
周
産
期
医
療
体
制
整
備
計
画
の
内
容
と

（四）

（四）

活
用
を
図
り
、
診
療
所
や
助
産
所
等
と
リ
ス
ク
の
高
い
分
娩
を
扱
う
病

整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
助
産
師
の
活
用
を
図
り
、
診
療
所

院
と
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

や
助
産
所
等
と
リ
ス
ク
の
高
い
分
娩
を
扱
う
病
院
と
の
機
能
の
分
担
及

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
周
産
期
医
療
体
制
の
整
備
を
進
め
る
中
で
、
周
産

び
業
務
の
連
携
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
周

期
に
関
す
る
救
急
搬
送
や
災
害
時
の
周
産
期
医
療
等
に
お
い
て
、
近
隣

産
期
医
療
体
制
の
整
備
を
進
め
る
中
で
、
隣
接
都
道
府
県
と
の
連
携
体

都
道
府
県
と
の
連
携
体
制
を
必
要
に
応
じ
て
確
保
す
る
こ
と
や
、
産
科

制
を
必
要
に
応
じ
て
確
保
す
る
こ
と
や
、
産
科
合
併
症
以
外
の
合
併
症
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合
併
症
以
外
の
合
併
症
を
有
す
る
母
体
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
救

を
有
す
る
母
体
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
救
急
医
療
と
の
連
携
体
制

急
医
療
や
精
神
医
療
等
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

（
新
生
児
集
中

N
I
C
U

る
。
ま
た
、

（
新
生
児
集
中
治
療
室
）
退
院
後
の
未
熟
児
等

治
療
室
）
退
院
後
の
未
熟
児
等
に
対
す
る
後
方
支
援
施
設
等
に
お
け
る

N
I
C
U

に
対
す
る
後
方
支
援
施
設
等
に
お
け
る
継
続
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構

継
続
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

築
が
必
要
で
あ
る
。

小
児
医
療
に
つ
い
て
は
、
小
児
科
医
師
や
看
護
師
等
に
よ
る
小
児
救

小
児
医
療
に
つ
い
て
は
、
小
児
科
医
師
や
看
護
師
等
に
よ
る
小
児
救

（五）

（五）

急
電
話
相
談
事
業
等
に
よ
る
救
急
医
療
機
関
の
受
診
に
関
す
る
相
談
を

急
電
話
相
談
事
業
等
に
よ
る
健
康
相
談
を
支
援
す
る
機
能
を
充
実
さ
せ

支
援
す
る
機
能
及
び
退
院
後
の
患
者
を
在
宅
医
療
等
に
よ
り
地
域
で
受

る
と
と
も
に
、
診
療
所
が
当
番
制
等
に
よ
り
初
期
の
小
児
救
急
医
療
を

け
入
れ
る
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
診
療
所
が
当
番
制
等
に
よ

二
十
四
時
間
体
制
で
担
う
こ
と
を
通
じ
て
、
拠
点
と
な
る
病
院
が
重
症

り
初
期
の
小
児
救
急
医
療
を
二
十
四
時
間
体
制
で
担
う
こ
と
を
通
じ
て

の
小
児
救
急
患
者
に
重
点
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
体
制
を

、
拠
点
と
な
る
病
院
が
重
症
の
小
児
救
急
患
者
に
重
点
的
に
対
応
す
る

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
と
を
可
能
と
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三

在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
の
在
り
方

三

在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
の
在
り
方

在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
機
能
に
即

在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
機
能
に
即

し
て
、
地
域
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患

し
て
、
地
域
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患

者
や
住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る

者
や
住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る

。

。

１

（
略
）

１

（
略
）

２

配
慮
す
べ
き
事
項

２

配
慮
す
べ
き
事
項

看
取
り
の
体
制
を
含
め
た
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
在
宅
療
養
を
希
望

看
取
り
の
体
制
を
含
め
た
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
在
宅
療
養
を
希
望

す
る
患
者
や
家
族
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
病
院
・
診
療
所
、
訪
問
看
護

す
る
患
者
や
家
族
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
病
院
・
診
療
所
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
薬
局
等
の
機
能
分
担
と
連
携
の
状
況
を
情
報
提
供
す
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
薬
局
等
の
機
能
分
担
と
連
携
の
状
況
を
情
報
提
供
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
在
宅
の
患
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
医
療
と

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
在
宅
の
患
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
医
療
と
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介
護
を
包
括
的
に
提
供
す
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
都
道
府
県
介
護
保

介
護
を
包
括
的
に
提
供
す
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
都
道
府
県
介
護
保

険
事
業
支
援
計
画
及
び
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
内
容
と
整
合
性
を

険
事
業
支
援
計
画
の
内
容
と
整
合
性
を
図
り
、
患
者
の
療
養
生
活
の
充
実

図
り
、
患
者
の
療
養
生
活
の
充
実
等
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

等
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

四

（
略
）

四

（
略
）

五

薬
局
の
役
割

五

薬
局
の
役
割

薬
局
に
つ
い
て
は
、
医
療
提
供
施
設
と
し
て
、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在

薬
局
に
つ
い
て
は
、
医
療
提
供
施
設
と
し
て
、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在

宅
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
連
携
体
制
の
中
で
、
調
剤
を
中
心
と
し
た
医
薬

宅
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
連
携
体
制
の
中
で
、
調
剤
を
中
心
と
し
た
医
薬

品
、
医
療
・
衛
生
材
料
等
の
提
供
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
医
療
機

品
、
医
療
・
衛
生
材
料
等
の
提
供
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
求

関
等
と
連
携
し
て
患
者
の
服
薬
情
報
の
一
元
的
・
継
続
的
な
把
握
と
そ
れ
に

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
薬
局
の
医
療
機
能
を
医
療
計
画

基
づ
く
薬
学
的
管
理
・
指
導
を
行
う
こ
と
、
入
退
院
時
に
お
け
る
医
療
機
関

に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
や
住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提

等
と
の
連
携
、
夜
間
・
休
日
等
の
調
剤
や
電
話
相
談
へ
の
対
応
等
の
役
割
を

供
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
薬
局
の
医
療

機
能
を
医
療
計
画
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
や
住
民
に
対
し
、
分
か

り
や
す
い
情
報
提
供
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

六

医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進

六

医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進

患
者
や
住
民
が
医
療
の
適
切
な
選
択
や
受
診
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

患
者
や
住
民
が
医
療
の
適
切
な
選
択
や
受
診
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

、
都
道
府
県
は
、
法
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

、
都
道
府
県
は
、
法
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
二
第
一
項
を

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
二
第
一
項
を

通
じ
て
把
握
し
た
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、

通
じ
て
把
握
し
た
医
療
提
供
施
設
の
情
報
に
つ
い
て
、
患
者
や
住
民
に
分
か

患
者
や
住
民
に
分
か
り
や
す
く
明
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

り
や
す
く
明
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
都
道
府
県
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
任
意
の

さ
ら
に
、
都
道
府
県
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
任
意
の

情
報
の
把
握
の
方
法
や
よ
り
効
果
的
な
情
報
提
供
の
在
り
方
等
を
検
討
す
る

情
報
の
把
握
の
方
法
や
よ
り
効
果
的
な
情
報
提
供
の
在
り
方
等
を
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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七

（
略
）

七

（
略
）

第
五

地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
五

地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

一

地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

一

地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

平
成
三
十
七
年
に
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
全
て
七
十
五
歳
以
上
と

平
成
三
十
七
年
に
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
全
て
七
十
五
歳
以
上
と

な
る
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
医
療
需
要
が
増
加
す
る
中
、
患
者
に
応
じ
た
質

な
る
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
医
療
需
要
が
増
加
す
る
中
、
患
者
に
応
じ
た
質

の
高
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け

の
高
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け

る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
を
推
進
し
、
各
病
床
の
機
能
の
区
分
に
応

る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
を
推
進
し
、
各
病
床
の
機
能
の
区
分
に
応

じ
て
必
要
な
医
療
資
源
を
適
切
に
投
入
し
、
患
者
の
早
期
の
居
宅
等
へ
の
復

じ
て
必
要
な
医
療
資
源
を
適
切
に
投
入
し
、
患
者
の
早
期
の
居
宅
等
へ
の
復

帰
を
進
め
る
と
と
も
に
、
退
院
後
の
生
活
を
支
え
る
在
宅
医
療
及
び
介
護
サ

帰
を
進
め
る
と
と
も
に
、
退
院
後
の
生
活
を
支
え
る
在
宅
医
療
及
び
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
地
域

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
地
域

医
療
構
想
（
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
将
来
の
医
療
提

医
療
構
想
は
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
在
宅

供
体
制
に
関
す
る
構
想
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
地
域
に
お
け
る
病
床

医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
構
想
区
域
ご
と
の
平
成
三
十
七
年
に
お
け
る
病
床

の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
構
想
区
域

数
の
必
要
量
を
含
む
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
構
想
及
び
当
該
構
想
の
達
成

（
同
号
に
規
定
す
る
区
域
を
い
う
。
）
ご
と
の
平
成
三
十
七
年
に
お
け
る
病

に
向
け
た
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
関
す
る
事
項
と
し
て
医

床
数
の
必
要
量
を
含
む
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
構
想
及
び
当
該
構
想
の
達

療
計
画
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

成
に
向
け
た
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
関
す
る
事
項
と
し
て

地
域
医
療
構
想
に
定
め
る
平
成
三
十
七
年
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
は
、

医
療
計
画
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

急
性
期
か
ら
、
回
復
期
、
慢
性
期
、
在
宅
医
療
・
介
護
に
至
る
ま
で
切
れ
目

地
域
医
療
構
想
に
定
め
る
平
成
三
十
七
年
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
は
、

な
く
、
ま
た
過
不
足
な
く
提
供
さ
れ
る
体
制
の
確
保
で
あ
り
、
地
域
医
療
全

急
性
期
か
ら
、
回
復
期
、
慢
性
期
、
在
宅
医
療
・
介
護
に
至
る
ま
で
切
れ
目

体
を
見
据
え
た
上
で
、
医
療
計
画
に
定
め
る
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医

な
く
、
ま
た
過
不
足
な
く
提
供
さ
れ
る
体
制
の
確
保
で
あ
り
、
地
域
医
療
全

療
に
係
る
目
標
及
び
医
療
連
携
体
制
、
医
療
従
事
者
の
確
保
等
の
事
項
も
踏

体
を
見
据
え
た
上
で
、
医
療
計
画
に
定
め
る
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医

ま
え
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
医
療
構
想
の
中
で
示
す
医
療
提

療
に
係
る
目
標
及
び
医
療
連
携
体
制
、
医
療
従
事
者
の
確
保
等
の
事
項
も
踏

供
体
制
の
課
題
や
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
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ま
え
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
医
療
構
想
の
中
で
示
す
医
療
提

進
め
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

供
体
制
の
課
題
や
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て

的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「

進
め
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

医
療
介
護
総
合
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包

的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
）
の
構
築
に
資
す
る
よ
う
、
同
法
に
定
め
る
総

医
療
介
護
総
合
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包

合
確
保
方
針
を
踏
ま
え
、
同
法
に
定
め
る
都
道
府
県
計
画
並
び
に
介
護
保
険

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
）
の
構
築
に
資
す
る
よ
う
、
医
療
介
護
総
合
確

法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
定
め
る
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業

保
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
確
保
方
針
（
以
下
単
に
「
総
合
確
保

支
援
計
画
及
び
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
整
合
性
に
も
留
意
し
つ
つ

方
針
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
医
療
介
護
総
合
確
保
法
第
四
条
第
一
項
に

、
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
（
以
下
単
に
「
都
道
府
県
計
画
」
と
い
う
。
）
並

び
に
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
及
び
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画

と
の
整
合
性
に
も
留
意
し
つ
つ
、
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

二

地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割

二

地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割

都
道
府
県
は
、
策
定
し
た
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
進
め

平
成
三
十
七
年
に
お
い
て
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
質
の
高
い
医
療
を
効
率

る
に
当
た
っ
て
、
構
想
区
域
等
（
法
第
三
十
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る

的
に
提
供
す
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
地
域
の

構
想
区
域
等
を
い
う
。
第
六
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
、
診
療
に
関
す
る

医
療
需
要
の
将
来
推
計
、
法
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
、
医
療
保
険
者
そ
の
他
の
関
係

（
以
下
「
病
床
機
能
報
告
」
と
い
う
。
）
等
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
医
療
構

者
（
第
六
に
お
い
て
「
関
係
者
」
と
い
う
。
）
と
の
協
議
の
場
（
以
下
「
地

想
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び

域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
と
い
う
。
）
を
設
け
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

連
携
並
び
に
在
宅
医
療
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

で
の
議
論
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び

国
は
、
地
域
医
療
構
想
の
策
定
等
に
必
要
な
情
報
の
整
備
や
都
道
府
県
職

に
在
宅
医
療
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

員
等
に
対
す
る
研
修
な
ど
、
都
道
府
県
の
取
組
を
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

国
は
、
必
要
な
情
報
の
整
備
や
都
道
府
県
職
員
等
に
対
す
る
研
修
な
ど
、

都
道
府
県
の
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
も
の
と
す

る
。
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第
六

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
医
療
を
受
け
る
者

第
六

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
医
療
を
受
け
る
者

に
対
す
る
病
床
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

に
対
す
る
病
床
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項

事
項

一

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
基
本
的
考
え
方

一

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
基
本
的
考
え
方

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医

療
機
関
の
自
主
的
な
取
組
及
び
医
療
機
関
相
互
の
協
議
に
よ
り
推
進
し
て
い

療
機
関
の
自
主
的
な
取
組
及
び
医
療
機
関
相
互
の
協
議
に
よ
り
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
は
、
法
第
三
十
条
の
十
三

く
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
は
、
構
想
区
域
等
ご
と
に

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
以
下
「
病
床
機
能
報
告
」
と
い
う
。
）
の
結

法
第
三
十
条
の
十
四
に
基
づ
き
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の

果
等
に
よ
り
毎
年
度
進
捗
を
把
握
し
、
公
表
す
る
と
と
も
に
、
構
想
区
域
等

他
の
医
療
関
係
者
、
医
療
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
協
議
の
場
を
設
け

ご
と
に
設
置
す
る
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い
て
、
関
係
者
と
の
連
携

、
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ

を
図
り
つ
つ
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
病
床
機
能
報
告
等
を
基
に
、
地
域
に
お
け
る

そ
の
際
、
構
想
区
域
等
に
お
け
る
将
来
の
医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く

病
床
の
機
能
の
現
状
等
及
び
平
成
三
十
七
年
に
お
け
る
病
床
数
の
必
要
量
を

た
め
の
方
向
性
を
共
有
す
る
た
め
、
医
療
機
関
の
役
割
を
明
確
化
す
る
こ
と

比
較
し
つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
分
化
及
び
連
携
に
お
け
る
課
題
を
分

や
将
来
的
に
病
床
機
能
の
転
換
を
予
定
し
て
い
る
医
療
機
関
の
役
割
を
確
認

析
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
は
、
医
療
介
護
総
合
確
保

す
る
こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
は
、
法
第
七
十
条
の
五
第

法
に
基
づ
く
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
活
用
等
に
よ
り
、
医
療
機
関

一
項
に
規
定
す
る
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
認
定
、
医
療
介
護
総
合
確
保

の
自
主
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

法
に
基
づ
く
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
活
用
等
に
よ
り
、
医
療
機
関

国
は
、
都
道
府
県
の
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る

の
自
主
的
な
機
能
分
化
及
び
連
携
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
を
更
に
実
効
性

で
あ
る
。

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
今
後
、
病
床
機
能
報
告
の
在
り
方
を
検
討
し
、
地

国
は
、
都
道
府
県
の
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る

域
の
医
療
需
要
に
円
滑
に
対
応
で
き
る
人
員
配
置
等
を
調
え
る
こ
と
の
検
討

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
を
更
に
実
効
性

を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
病
床
機
能
報
告
の
在
り
方
を
検
討
し
て
見
直
し
を
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行
い
、
地
域
の
医
療
需
要
に
円
滑
に
対
応
で
き
る
人
員
配
置
等
を
調
え
る
こ

と
の
検
討
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

二

（
略
）

二

（
略
）

第
七

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に

第
七

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項

関
す
る
基
本
的
な
事
項

一

医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

一

医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
に
つ
い
て
は
、

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
需
給
動
向
を
見
通
し
つ
つ
養
成
を
進
め
、
適
正
な
供
給
数
を
確
保
す

将
来
の
需
給
動
向
を
見
通
し
つ
つ
養
成
を
進
め
、
適
正
な
供
給
数
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
地
域
的
な
偏
在
や
診
療
科
間
の
偏
在
へ
の
対
応
を
進
め
る
こ

る
と
と
も
に
、
地
域
的
な
偏
在
や
診
療
科
間
の
偏
在
へ
の
対
応
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
医
療
提
供
施
設
相
互
間
に
お
け
る
医
療
連
携

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
医
療
提
供
施
設
相
互
間
に
お
け
る
医
療
連
携

体
制
を
構
築
す
る
取
組
自
体
が
偏
在
解
消
へ
の
対
策
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、

体
制
を
構
築
す
る
取
組
自
体
が
偏
在
解
消
へ
の
対
策
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、

都
道
府
県
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
医
療
機
関
へ
医
師
を
派
遣
す
る
仕
組
み

都
道
府
県
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
医
療
機
関
へ
医
師
を
派
遣
す
る
仕
組
み

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
に
お

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
に
お

い
て
は
、
法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
機
能
病

い
て
は
、
法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
に
基
づ
き
、
特
定
機
能
病
院
、
地

院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
、
公
的
医
療
機
関
、
臨
床
研
修
病
院
、
診
療
に
関

域
医
療
支
援
病
院
、
公
的
医
療
機
関
、
臨
床
研
修
病
院
、
診
療
に
関
す
る
学

す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
、
社
会
医
療
法
人
等
の
参
画
を
得
て
、
医
療
従
事

識
経
験
者
の
団
体
、
社
会
医
療
法
人
等
の
参
画
を
得
て
、
医
療
従
事
者
の
確

者
の
確
保
に
関
す
る
事
項
に
関
し
必
要
な
施
策
を
定
め
る
た
め
の
協
議
を
行

保
に
関
す
る
事
項
に
関
し
必
要
な
施
策
を
定
め
る
た
め
の
協
議
を
行
い
、
そ

い
、
そ
こ
で
定
め
た
施
策
を
公
表
し
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
で
定
め
た
施
策
を
公
表
し
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
地
域
の
医
療
機
関
で
医
師
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
医
療
機

特
に
地
域
の
医
療
機
関
で
医
師
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
医
療
機

関
に
よ
る
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の
自
主
的
な
勤
務
環
境
を
改
善

関
に
よ
る
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の
自
主
的
な
勤
務
環
境
を
改
善

す
る
活
動
を
支
援
す
る
取
組
や
地
域
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
医
師
の
キ
ャ

す
る
活
動
を
支
援
す
る
取
組
や
地
域
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
医
師
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
係
る
不
安
の
解
消
に
向
け
て
、
大
学
等
の
関
係
機
関
と
緊
密
に

リ
ア
形
成
に
係
る
不
安
の
解
消
に
向
け
て
、
大
学
等
の
関
係
機
関
と
緊
密
に
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連
携
し
つ
つ
、
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
一
体
的
に
地
域
の
医
療
機
関

連
携
し
つ
つ
、
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
一
体
的
に
地
域
の
医
療
機
関

の
医
師
の
確
保
を
支
援
す
る
取
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
に

の
医
師
の
確
保
を
支
援
す
る
取
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
、
法
第
三
十
条
の
二
十
一
の
規
定
に
よ
る
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ

お
い
て
は
、
法
第
三
十
条
の
二
十
一
に
規
定
す
る
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン

ン
タ
ー
、
法
第
三
十
条
の
二
十
五
の
規
定
に
よ
る
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

タ
ー
、
法
第
三
十
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の

等
の
組
織
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
地
域
の
医
療
関

組
織
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
地
域
の
医
療
関
係
者

係
者
等
と
協
議
の
上
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

等
と
協
議
の
上
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二

医
療
従
事
者
の
資
質
向
上
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

二

医
療
従
事
者
の
資
質
向
上
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

医
師
・
歯
科
医
師
に
つ
い
て
は
、
臨
床
研
修
を
通
じ
、
全
て
の
医
師
・
歯

医
師
・
歯
科
医
師
に
つ
い
て
は
、
臨
床
研
修
を
通
じ
、
全
て
の
医
師
・
歯

科
医
師
が
、
医
療
従
事
者
と
し
て
の
人
格
を
か
ん
養
し
、
患
者
と
の
良
好
な

科
医
師
が
、
医
療
従
事
者
と
し
て
の
人
格
を
か
ん
養
し
、
患
者
と
の
良
好
な

信
頼
関
係
の
下
に
患
者
を
全
人
的
に
診
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
基
本
的
な

信
頼
関
係
の
下
に
患
者
を
全
人
的
に
診
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
基
本
的
な

診
療
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

診
療
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、
医
療
の
高
度
化
と
専
門
化
に
対
応
す
る
た
め
、
よ

薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、
医
療
の
高
度
化
と
専
門
化
に
対
応
す
る
た
め
、
よ

り
高
度
な
知
識
と
技
術
を
有
す
る
薬
剤
師
の
養
成
強
化
を
含
め
、
継
続
的
な

り
高
度
な
知
識
と
技
術
を
有
す
る
薬
剤
師
の
養
成
強
化
を
含
め
、
継
続
的
な

資
質
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
薬
学
教
育
に
お
い
て
、

資
質
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
薬
学
教
育
に
お
い
て
、

医
療
機
関
や
薬
局
の
協
力
の
下
、
充
実
し
た
実
務
実
習
を
行
う
こ
と
等
を
通

医
療
機
関
や
薬
局
の
協
力
の
下
、
充
実
し
た
実
務
実
習
を
行
う
こ
と
等
を
通

じ
て
、
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

じ
て
、
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

看
護
師
等
に
つ
い
て
は
、
看
護
基
礎
教
育
に
お
い
て
、
医
療
機
関
、
訪
問

看
護
師
等
に
つ
い
て
は
、
看
護
基
礎
教
育
に
お
い
て
、
医
療
機
関
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
行
政
機
関
等
の
協
力
の
下
、
充
実
し
た
臨
地
実
習
を

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
行
政
機
関
等
の
協
力
の
下
、
充
実
し
た
臨
地
実
習
を

行
う
こ
と
等
を
通
じ
て
、
実
践
能
力
を
培
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

行
う
こ
と
等
を
通
じ
て
、
実
践
能
力
を
培
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

医
療
の
高
度
化
と
専
門
化
に
対
応
す
る
た
め
、
よ
り
高
度
な
知
識
と
技
術
を

医
療
の
高
度
化
と
専
門
化
に
対
応
す
る
た
め
、
よ
り
高
度
な
知
識
と
技
術
を

有
す
る
看
護
師
等
の
養
成
強
化
と
と
も
に
、
新
卒
者
に
対
す
る
研
修
を
含
め

有
す
る
看
護
師
等
の
養
成
強
化
と
と
も
に
、
新
卒
者
に
対
す
る
研
修
を
含
め

、
継
続
的
な
資
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

、
継
続
的
な
資
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

医
師
等
の
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
に
向
け
専
門
業
務
に
可
能
な
限
り
特

医
師
等
他
の
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
に
向
け
専
門
業
務
に
可
能
な
限
り
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化
で
き
る
よ
う
病
院
全
体
で
適
切
に
支
援
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

特
化
で
き
る
よ
う
病
院
全
体
で
適
切
に
支
援
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め

事
務
職
員
を
含
め
た
職
員
全
体
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

、
事
務
職
員
を
含
め
た
職
員
全
体
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

。

る
。

第
八

医
療
計
画
の
作
成
並
び
に
医
療
計
画
に
お
け
る
目
標
及
び
施
策
の
達
成
状

第
八

医
療
計
画
の
作
成
並
び
に
医
療
計
画
に
お
け
る
目
標
及
び
施
策
の
達
成
状

況
の
評
価
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

況
の
評
価
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

一

医
療
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

一

医
療
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

都
道
府
県
の
医
療
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
「
第
二

医
療
提
供
体

都
道
府
県
の
医
療
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
「
第
二

医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
の
観
点
を

制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
の
観
点
を

踏
ま
え
た
医
療
機
能
調
査
を
通
じ
て
把
握
さ
れ
る
情
報
を
基
礎
と
し
て
行
う

踏
ま
え
た
医
療
機
能
調
査
を
通
じ
て
把
握
さ
れ
る
情
報
を
基
礎
と
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
。

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
際
に
は
、
医
療
計
画
と
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画

及
び
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め
の
基
本

的
な
方
針
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
四
号
）
第
２
の

二
の
１
に
規
定
す
る
協
議
の
場
を
設
置
し
、
よ
り
緊
密
な
連
携
が
図
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て

、
「
第
三

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
」
で
示
し

、
「
第
三

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
」
で
示
し

た
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
評
価
可
能
な
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必

た
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
評
価
可
能
な
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

ま
た
、
在
宅
医
療
に
係
る
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
慢
性
期
機
能
を
担
う

ま
た
、
在
宅
医
療
に
係
る
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
慢
性
期
機
能
を
担
う

病
床
と
の
一
体
的
な
整
備
と
い
う
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
五
疾
病
・
五
事
業
と

病
床
と
の
一
体
的
な
整
備
と
い
う
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
五
疾
病
・
五
事
業
と
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同
様
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

同
様
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
際
に
は
、
医
療
機
能
調
査
を
通
じ
て
把
握
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
く
地

そ
の
際
に
は
、
医
療
機
能
調
査
を
通
じ
て
把
握
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
く
地

域
の
医
療
提
供
体
制
の
課
題
を
踏
ま
え
た
数
値
目
標
と
し
、
そ
の
数
値
目
標

域
の
医
療
提
供
体
制
の
課
題
を
踏
ま
え
た
数
値
目
標
と
し
、
そ
の
数
値
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
も
併
せ
て
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
も
併
せ
て
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る

。

。

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お

五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お

い
て
、
「
第
四

医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携

い
て
、
「
第
四

医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携

並
び
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推

並
び
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
で
示
し
た
方
針
に
即
し
て
お
り
、
か
つ
、
患

進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
で
示
し
た
方
針
に
即
し
て
お
り
、
か
つ
、
患

者
や
住
民
に
分
か
り
や
す
い
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

者
や
住
民
に
分
か
り
や
す
い
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
五
疾
病
・
五
事

ま
た
、
在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
五
疾
病
・
五
事

業
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

業
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
「
第
五

地
域
医

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
「
第
五

地
域
医

療
構
想
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
で
示
し
た
考
え
方
に
即
し
て
お
り
、
か

療
構
想
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
で
示
し
た
考
え
方
に
即
し
て
お
り
、
か

つ
、
患
者
や
住
民
に
分
か
り
や
す
い
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で

つ
、
患
者
や
住
民
に
分
か
り
や
す
い
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

あ
る
。

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
「

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
「

第
六

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
医
療
を
受
け

第
六

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
医
療
を
受
け

る
者
に
対
す
る
病
床
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本

る
者
に
対
す
る
病
床
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項
」
に
即
し
て
お
り
、
具
体
的
な
施
策
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で

的
な
事
項
」
に
即
し
て
お
り
、
具
体
的
な
施
策
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

あ
る
。

医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
「
第
七

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤

医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
「
第
七

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤

師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
に

師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
に
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即
し
て
お
り
、
具
体
的
な
施
策
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

即
し
て
お
り
、
具
体
的
な
施
策
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
般
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
地

一
般
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
地

理
的
条
件
等
の
自
然
条
件
や
交
通
事
情
等
の
社
会
的
条
件
、
患
者
の
受
療
動

理
的
条
件
等
の
自
然
条
件
や
交
通
事
情
等
の
社
会
的
条
件
、
患
者
の
受
療
動

向
等
を
考
慮
し
て
、
一
体
の
区
域
と
し
て
入
院
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体

向
等
を
考
慮
し
て
、
一
体
の
区
域
と
し
て
入
院
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体

制
の
確
保
を
図
る
地
域
的
な
単
位
（
以
下
「
二
次
医
療
圏
」
と
い
う
。
）
ご

制
の
確
保
を
図
る
地
域
的
な
単
位
（
以
下
「
二
次
医
療
圏
」
と
い
う
。
）
ご

と
に
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医
療
そ
れ
ぞ
れ
の

と
に
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医
療
そ
れ
ぞ
れ
の

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
一
律
に
二
次
医
療
圏
ご
と

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
一
律
に
二
次
医
療
圏
ご
と

の
計
画
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
、
患
者
の
受
療
動
向
等

の
計
画
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
、
患
者
の
受
療
動
向
等

の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

。
そ
の
際
、
既
存
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
明
確
に
患
者
や
住
民
に

。
そ
の
際
、
既
存
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
明
確
に
患
者
や
住
民
に

示
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

示
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

目
標
及
び
施
策
の
達
成
状
況
の
評
価
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

二

目
標
及
び
施
策
の
達
成
状
況
の
評
価
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

施
策
の
達
成
状
況
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
は
、
設
定
し

施
策
の
達
成
状
況
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
は
、
設
定
し

た
数
値
目
標
を
基
に
、
施
策
の
達
成
状
況
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

た
数
値
目
標
を
基
に
、
施
策
の
達
成
状
況
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
等
を
患
者
や
住
民
に
公
表
し
、
次
の
医
療
計
画
の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る

果
等
を
患
者
や
住
民
に
公
表
し
、
次
の
医
療
計
画
の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
数
値
目
標
及
び
施
策
の
進
捗
状
況
等
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
評
価

ま
た
、
数
値
目
標
及
び
施
策
の
進
捗
状
況
等
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
評
価

を
行
う
組
織
（
都
道
府
県
医
療
審
議
会
等
）
や
時
期
（
原
則
と
し
て
一
年
ご

を
行
う
組
織
（
都
道
府
県
医
療
審
議
会
等
）
や
時
期
（
原
則
と
し
て
一
年
ご

と
）
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

と
）
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

等
を
患
者
や
住
民
に
公
表
し
、
六
年
間
の
計
画
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
必
要

等
を
患
者
や
住
民
に
公
表
し
、
五
年
間
の
計
画
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
必
要

に
応
じ
て
施
策
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

に
応
じ
て
施
策
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
九

そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項

第
九

そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
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医
療
計
画
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
な
施
策
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は

医
療
計
画
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
な
施
策
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は

、
健
康
増
進
法
等
医
療
関
係
各
法
等
の
規
定
及
び
次
の
方
針
等
に
配
慮
し
て

、
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
等
医
療
関
係
各
法
等
の
規

定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
総
合
確
保
方
針
及
び
都
道

定
及
び
次
の
方
針
等
に
配
慮
し
て
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

府
県
計
画
並
び
に
介
護
保
険
法
第
百
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
指
針

ま
た
、
医
療
介
護
総
合
確
保
法
に
定
め
る
総
合
確
保
方
針
及
び
都
道
府
県
計

、
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
及
び
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と

画
並
び
に
介
護
保
険
法
に
定
め
る
基
本
指
針
及
び
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業

の
整
合
性
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
援
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１

健
康
増
進
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
同
法
第
八
条

１

健
康
増
進
法
に
定
め
る
基
本
方
針
及
び
都
道
府
県
健
康
増
進
計
画

第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
健
康
増
進
計
画

２

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十

２

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十

号
）
に
定
め
る
医
療
費
適
正
化
基
本
方
針
及
び
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化

号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
費
適
正
化
基
本
方
針
及
び
同
法
第

計
画

九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画

３

が
ん
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
八
号
）
に
定
め
る
が
ん

３

が
ん
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
十
条
第
一
項

対
策
推
進
基
本
計
画
及
び
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画

に
規
定
す
る
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
及
び
同
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規

４

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十

定
す
る
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画

五
号
）
に
定
め
る
基
本
的
事
項

４

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法

５

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
針

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
定
め
る
基
本
指
針
及
び
都
道

５

肝
炎
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
条
第
一

府
県
障
害
福
祉
計
画

項
に
規
定
す
る
肝
炎
対
策
基
本
指
針

６

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律

第
五
十
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針

７

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の

五
に
規
定
す
る
基
本
的
な
方
針

８

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
九
十
八
号
）
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第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
基
本
指
針
及
び
同

法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
の

推
進
に
関
す
る
計
画

９

自
殺
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
十
二
条
に
規

定
す
る
自
殺
総
合
対
策
大
綱
及
び
同
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都

道
府
県
自
殺
対
策
計
画

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
九
号

10
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本

計
画
及
び
同
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
ア
ル
コ
ー
ル
健

康
障
害
対
策
推
進
計
画

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十

11
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
的
事
項

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

12
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
基
本
指
針
及
び
同
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
障
害

福
祉
計
画




